
室
町
初期
に
お
け
る
庄
園
の
再
編
金
剛
峯
寺
領
紀
伊
国
官
省
符
庄
の
場
合
　
　
　
山
陰
加
春
夫

o
り戸
o
㊦
目
6
0
5
自
胃
旬
江
0
5
甘
百
戸
⑫
碧
肖
一
曳
呂
已
る
目
旬
6
巨
¶
Φ
ユ
o
白
民
o
目
σ
o
o
げ
已
告
図
望
o
巨
目
o
皆
巨
己
民
き
o
慶
戸
o
旨
吻
冒
o

は
じ
め
に

0
内
乱
の
終
結
と
大
検
注
の
再
開

②
神
通寺
に
お
け
る
百
姓
ら
の
誓
約

③
官
省
符
庄
大
検
注
の
原
則

④
官
省
符
庄
大
検
注
の
日
程

⑤
「
検
注
目
録
」
の
作
成

⑥
分
田
支
配

⑦
分
畠
支
配

0
在
家
支
配

9
応
永
三
年
の
高
野
枡

お
わ
り
に

［論文
要
旨
］

　
一
四
世
紀
末
～
一
五
世
紀
中
葉
に
お
け
る
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
同
寺
領
膝
下
諸
庄
園
に
対
す
る
　
　
　
　
に
作
成
し
た
形
跡
が
ま
っ
た
く
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
村
ご
と
の
「
名
寄
帳
」

「大
検注
」
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
分
田
・
分
畠
・
在
家
支
配
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
貴
　
　
　
　
の
作
成
作
業
が
（
も
し
そ
の
よ
う
な
作
業
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
）
村
々
の
「
名
主
」
を
は
じ
め
と

重な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
従
来
の
当
該
研
究
に
お
い
て
は
、
金
剛
峯
寺
の
　
　
　
す
る
人
び
と
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
ま
た
そ
の
よ
う
な

「
分田
・
分
畠
・
在
家
支
配
（
‖
寺
僧
や
庄
官
ら
に
対
す
る
供
料
地
等
の
配
分
）
」
シ
ス
テ
ム
と
、
そ
　
　
　
「
名
寄
帳
」
〔
‖
庄
家
の
（
年
貢
等
収
取
を
目
的
と
し
た
）
「
名
寄
帳
」
〕
の
作
成
作
業
は
、
金
剛
峯
寺

れと
対
を
成
す
は
ず
の
同
寺
の
「
年
貢
・
公
事
収
納
」
シ
ス
テ
ム
と
が
十
分
に
峻
別
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　
　
側
の
「
検
注
目
録
」
類
の
作
成
作
業
、
及
び
「
分
田
・
分
畠
・
在
家
各
支
配
帳
」
〔
1
1
い
わ
ば
寺
家

　
本稿
は
、
か
か
る
問
題
意
識
に
立
っ
て
、
一
四
世
紀
末
期
に
お
け
る
金
剛
峯
寺
の
同
寺
領
紀
伊
国
　
　
　
　
の
（
年
貢
等
配
分
を
目
的
と
し
た
）
「
名
寄
帳
」
群
〕
の
作
成
作
業
と
同
時
併
行
的
に
行
わ
れ
た
可

官
省
符
庄
に
対
す
る
「
分
田
・
分
畠
・
在
家
支
配
」
シ
ス
テ
ム
の
構
築
過
程
、
及
び
そ
の
在
り
方
を
　
　
　
能
性
の
あ
る
こ
と
を
も
暗
示
し
て
い
よ
う
。

史
料
的
に
再
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

　本
稿
で
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
最
大
の
論
点
は
、
現
存
す
る
官
省
符
庄
関
係
史
料
に

よ
る
限
り
、
応
永
元
～
同
三
年
（
↓
三
九
四
～
九
六
）
の
同
庄
に
対
す
る
「
大
検
注
の
や
り
直
し
と

そ
れ
に
伴
う
支
配
体
制
の
再
構
築
」
に
お
い
て
、
金
剛
峯
寺
側
が
村
ご
と
の
「
名
寄
帳
」
を
主
体
的

4
3



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第104集2003年3月

は
じ
め
に

　
一
四
世
紀
末
～
一
五
世
紀
中
葉
に
お
け
る
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
同
寺
領
膝
下
諸
庄

園
に
対
す
る
「
大
検
注
」
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
分
田
・
分
畠
・
在
家
支
配
」
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
（
5
）

て

は
、
こ
れ
ま
で
熱
田
　
公
・
今
井
林
太
郎
・
田
代
　
脩
・
本
多
隆
成
・
増
山
正
憲
、

　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
（
7
）

小

山
靖
憲
、
池
田
　
寿
各
氏
ら
に
よ
っ
て
、
貴
重
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
熱
田
　
公
氏
の
次
の
よ
う
な
見
解
は
、
今
な
お
通
説
的
な
地

位
を
保
っ
て
い
る
。

　
　
（
「
室
町
初
期
に
再
建
さ
れ
る
高
野
山
直
轄
諸
庄
」
に
お
け
る
　
　
引
用
者
）
分

　
　
田
は
定
免
化
さ
れ
た
年
貢
・
公
事
銭
の
配
分
で
あ
る
が
、
下
地
に
つ
い
て
経
営

を
無
視
し
て
入
組
ん
だ
形
で
行
わ
れ
、

の

所
務
を
行
っ
た
（
後
略
）
。

各
知
行
者
は
、
お
の
お
の
現
実
に
各
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
は
引
用
者
。
以
下
同
様
）

す
な
わ
ち
、
近
時
の
小
山
靖
憲
氏
の
論
文
に
お
い
て
も
、

　
「
大
検
注
」
の
最
大
の
目
的
は
、
下
地
を
交
合
し
、
「
結
直
し
」
を
行
う
こ
と
に

　
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
高
野
山
領
の
膝
下
荘
園
で
は
、
金
剛
峯
寺
が
一
元
的
に
田

　
畠
を
支
配
せ
ず
、
山
上
・
山
下
の
寺
院
や
寺
僧
あ
る
い
は
荘
官
な
ど
に
給
分
と

　
し
て
配
分
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
「
結
直
し
」
と
は
、
給

　
分
の
配
分
換
え
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
検
注
の
段
階
か
ら

　
特
定
の
田
畠
を
指
定
し
、
こ
れ
を
領
主
権
の
構
成
者
で
あ
る
寺
僧
や
荘
官
ら
に

　
知
行
地
と
し
て
配
分
し
て
し
ま
う
方
式
は
、
一
般
に
分
田
支
配
と
呼
ば
れ
て
い

る
が
、
分
田
は
下
地
の
経
営
と
は
関
係
な
く
、
土
地
の
肥
瘡
な
ど
を
考
慮
し
て

機
械
的
に
配
分
さ
れ
、
知
行
者
は
分
田
切
符
に
も
と
つ
い
て
年
貢
・
公
事
銭
の

配
分
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
な
特
異
な
支
配
方
式
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て

成
立
し
た
の
か
不
明
な
点
が
多
い
が
、
在
家
役
の
収
取
権
を
寺
僧
や
荘
官
に
配

分
し
た
免
家
制
度
　
　
こ
れ
は
荘
園
の
成
立
当
初
か
ら
み
ら
れ
る
　
　
と
深
い

　
　
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
、

　
　
　
（
9
）

と
あ
っ
て
、
前
掲
・
熱
田
見
解
は
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
さ
て
、
今
、
筆
者
が
特
に
問
題
に
し
た
い
の
は
、
従
来
の
当
該
研
究
に
お
い
て
は
、

「
分

田
・
分
畠
・
在
家
支
配
」
と
い
う
場
合
の
「
支
配
」
な
る
語
に
、
と
か
く
「
在

地
支
配
（
1
1
統
治
）
」
の
意
味
を
も
含
ま
せ
が
ち
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
点
で
あ
る
。
筆
者
は
、
一
四
世
紀
末
～
一
五
世
紀
中
葉
の
金
剛
峯
寺
関
係
史
料
に

お

い

て
、
「
分
田
支
配
」
・
「
分
畠
支
配
」
・
「
在
家
支
配
」
と
い
う
史
料
用
語
中
に
見

え
る
「
支
配
」
な
る
語
は
、
あ
く
ま
で
も
「
配
分
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
「
統
治
す
る
」
と
い
う
意
味
は
含
ま
れ
て
い
な
い
、
と
考
え
て
い
る
。
け
れ

ど
も
、
従
来
の
当
該
研
究
に
お
い
て
は
、
「
分
田
・
分
畠
・
在
家
支
配
」
と
い
う
場

合
の

「支
配
」
な
る
語
に
、
と
も
す
る
と
「
配
分
す
る
」
・
「
統
治
す
る
」
の
両
義
を

持
た
せ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
金
剛
峯
寺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
0
）

「分

田
・
分
畠
・
在
家
支
配
（
1
1
寺
僧
や
庄
官
ら
に
対
す
る
供
料
地
等
の
配
分
）
」
シ

ス

テ

ム

と
、
そ
れ
と
対
を
成
す
は
ず
の
同
寺
の
「
年
貢
・
公
事
収
納
」
シ
ス
テ
ム
と

を
、
し
ば
し
ば
同
一
視
、
ま
た
は
混
同
し
、
か
つ
、
い
た
ず
ら
に
金
剛
峯
寺
の
同
寺

領
膝
下
諸
庄

園
に
対
す
る
「
在
地
支
配
」
の
在
り
方
の
「
特
異
」
性
を
強
調
す
る
研

究
動
向
が
出
来
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
筆
者
は
、
今
後
の
当
該
研
究
に
お
い
て
は
、
金
剛
峯
寺
の
「
分
田
・
分
畠
・
在
家

支
配
」
シ
ス
テ
ム
と
、
そ
れ
と
対
を
成
す
は
ず
の
同
寺
の
「
年
貢
・
公
事
収
納
」
シ

ス

テ

ム

と
を
、
ひ
と
ま
ず
峻
別
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
っ
て
、
一
四
世
紀
末
～
一
五
世
紀
中
葉
に

お
け
る
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
同
寺
領
膝
下
諸
庄
園
に
対
す
る
「
分
田
・
分
畠
・
在
家

支

配
」
シ
ス
テ
ム
の
構
築
過
程
、
及
び
そ
の
在
り
方
を
史
料
的
に
再
確
認
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

を
目
的
と
す
る
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
素
材
と
す
る
の
は
、
金
剛
峯
寺
領
紀
伊
国
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

省
符
庄
関
係
史
料
。
幸
い
近
年
、
『
か
つ
ら
ぎ
町
史
』
古
代
・
中
世
史
料
編
や
和
多

44
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（
1
3
）

秀
乗
編
「
旧
御
影
堂
蔵
　
金
剛
峯
寺
領
検
注
帳
」
（
一
）
～
（
三
）
が
刊
行
さ
れ
、

既
刊
関
係
史
料
が
網
羅
さ
れ
る
と
と
も
に
、
未
刊
関
係
史
料
が
（
す
べ
て
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

が
）
数
多
く
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
両
者
に
依
拠
し
、
か
つ
先
学
の
諸
研
究
に
多
く
の

こ
と
を
負
い
つ
つ
、
以
下
、
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
な
お
、
本
稿
は
、
ま
も
な
く
上
梓
さ
れ
る
『
か
つ
ら
ぎ
町
史
』
通
史
編
執
筆
の
た

め

の

予
備

的
作
業
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
期
に
亘
っ
て
、
多
大
の
ご
教

示
、
格
別
の
ご
高
配
を
戴
い
て
き
た
故
渡
辺
　
広
・
小
山
靖
憲
両
先
生
を
初
め
と
す

る
「
か
つ
ら
ぎ
町
史
編
集
委
員
会
」
の
諸
氏
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
た
い
。

0
内
乱
の
終
結
と
大
検
注
の
再
開

　
元

弘
三
年
（
一
三
三
三
）
］
○
月
、
後
醍
醐
天
皇
は
、
「
元
弘
の
勅
裁
」
と
呼
ば

れ

る
裁
定
（
元
弘
三
年
一
〇
月
八
日
「
後
醍
醐
天
皇
輪
旨
案
」
V
l
三
七
）
を
金
剛

峯
寺
宛
て
に
下
し
た
。
こ
れ
は
、
「
祖
師
空
海
が
朝
廷
か
ら
賜
っ
た
」
と
称
す
る

「
旧
領
」
、
す
な
わ
ち
「
御
手
印
縁
起
」
四
至
内
の
全
領
域
に
対
す
る
一
円
支
配
権
の

承
認
を
、
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
南
北
朝
内
乱
期
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
衆
徒
ら
（
1
1
広
義
の
学
侶
。
学
衆

と
非
学
衆
と
を
含
む
）
は
、
こ
の
「
元
弘
の
勅
裁
」
を
奇
貨
と
し
、
以
後
、
遠
隔
庄

園
群
に
対
す
る
一
円
支
配
を
＝
疋
程
度
、
断
念
す
る
か
わ
り
に
、
膝
下
諸
庄
園
（
1
1

「
旧
領
」
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
金
剛
峯
寺
領
庄
園
群
）
を
殊
に
重
視
し
て
、
同
地
域

内
に
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
各
惣
庄
か
ら
、
で
き
る
限
り
直
接
に
年
貢
・
公
事
を
収

取
す
る
体
制
を
実
現
す
る
べ
く
、
必
死
の
努
力
を
続
け
て
い
た
。

　
同
時
期
、
同
寺
の
衆
徒
ら
が
膝
下
諸
庄
園
に
対
し
て
打
ち
出
し
て
い
っ
た
諸
政
策

の

う
ち
で
、
最
も
重
要
な
も
の
は
、
「
惣
庄
の
自
治
機
能
を
最
大
限
に
認
め
な
が
ら

も
、
そ
れ
ら
の
機
能
は
、
同
寺
が
有
す
る
圧
倒
的
な
検
断
力
に
よ
っ
て
最
終
的
に
保

証
す
る
」
こ
と
を
宣
言
す
る
諸
指
示
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
同
寺
の
衆
徒
ら
は
、
当

該
時
期
、
膝
下
諸
庄
園
内
に
、
「
惣
庄
の
自
治
機
能
に
基
本
的
に
依
拠
す
る
支
配
体

制
」
を
あ
た
う
限
り
構
築
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
同
寺
の
「
全
き
生
き
残
り
」
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ざ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
金
剛
峯
寺
は
、
た
と
え
ば
、
建
武
五
年
（
二
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

八
）
と
正
平
＝
年
（
一
三
五
六
）
と
に
は
渋
田
庄
に
対
す
る
大
検
注
を
、
ま
た
正

平
二
二
年
（
一
三
六
七
）
に
は
六
箇
七
郷
内
の
古
沢
郷
・
志
賀
郷
・
花
坂
村
に
対
す

る
大
検
注
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
通
り
終
え
て
い
た
（
建
武
五
年
八
月
一
六
日
「
渋
田
庄

検
注
帳
案
」
V
－
四
七
、
正
平
一
］
年
「
渋
田
庄
検
注
帳
案
」
V
ー
五
六
、
正
平
二

二
年
＝
月
一
四
日
「
古
沢
郷
畠
正
検
帳
」
和
多
「
検
注
帳
」
二
〇
、
同
年
一
二
月

八
日
「
志
賀
郷
・
花
坂
村
在
家
帳
」
W
ー
八
一
）
。

　

け
れ
ど
も
、
膝
下
最
大
の
庄
園
で
あ
る
官
省
符
庄
に
つ
い
て
は
、
延
元
二
年
二

三

三

七
）
に
、
一
旦
、
大
検
注
と
そ
れ
に
伴
う
支
配
体
制
の
構
築
が
行
わ
れ
た
も
の

の

（延
元
二
年
九
月
三
日
「
官
省
符
庄
在
家
支
配
帳
」
n
l
四
四
四
）
、
そ
の
後
、

そ
の
支
配
秩
序
は
、
内
乱
の
深
化
に
伴
っ
て
、
急
速
に
混
乱
し
て
い
っ
た
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
延
元
二
年
か
ら
三
年
後
の
暦
応
三
年
（
二
二
四
〇
）
に
、
早
く
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

「官
省
符
、
大
検
注
帳
を
以
て
結
い
直
さ
る
べ
き
（
1
1
寺
僧
ら
の
供
料
地
等
を
再
配

　
　
　
（
1
7
）

分
す
べ
き
）
」
こ
と
が
評
議
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い

よ
う
（
暦
応
三
年
五
月
一
九
日
「
金
堂
集
会
評
定
事
書
」
H
ー
四
五
五
）
。
こ
の
後
、

内
乱
の
さ
な
か
で
、
幾
度
と
な
く
、
官
省
符
庄
に
対
す
る
「
大
検
注
の
や
り
直
し
と

そ
れ
に
伴
う
支
配
体
制
の
再
構
築
」
が
表
明
さ
れ
た
（
正
平
二
二
年
九
月
一
四
日

「金

剛
峯
寺
衆
徒
一
味
契
状
」
1
ー
四
七
五
、
元
中
元
年
一
二
月
七
日
「
金
剛
峯
寺

衆
徒
］
味
契
状
」
H
ー
四
九
↓
）
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
実
施
は
、
紀
伊
国
に
お
い

て

内
乱
が
終
結
し
、
か
つ
、
室
町
幕
府
ー
守
護
体
制
が
確
立
す
る
室
町
時
代
初
期
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
前
掲
・
元
中
元
年
（
一
三
八
四
）
一
二
月
七
日
「
金
剛
峯
寺
衆
徒
一
味
契
状
」
の

第
一
条
に
、

　
一
　
官
省
符
年
貢
1
（
1
1
延
元
二
年
ヵ
）
大
検
注
以
後
、
或
い
は
山
成
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り
・
川
成
り
等
の
不
作
に
依
っ
て
、
或
い
は
山
上
の
代
官
・
山
下
の
作
人
の
私

　
　
曲
（
‖
不
正
）
に
依
っ
て
、
下
地
等
は
失
墜
せ
し
め
、
料
足
は
有
名
無
実
と
な

　
　

る
の
間
、
住
山
の
資
縁
は
年
を
追
っ
て
闘
乏
せ
し
む
と
云
々
、

と
あ
る
の
は
、
南
北
朝
内
乱
期
に
、
政
情
不
安
や
気
候
不
順
の
も
た
ら
す
「
不
作
」

や
、
内
乱
に
事
寄
せ
て
暗
躍
す
る
山
上
の
代
官
や
山
下
の
作
人
た
ち
の
「
私
曲
」
が
、

官
省
符
庄
の
支
配
体
制
を
破
綻
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
、
続
く
第
二
条
に
、

　
　
下
地
交
（
校
）
合
（
‖
検
注
）
の
時
（
中
略
）
も
し
異
義
（
議
）
を
申
し
て
出

　
　
対

（
1
1
出
頭
）
せ
し
め
ざ
る
の
輩
、
出
で
来
ら
ば
、
奉
行
衆
（
1
1
検
注
使
）
は

　
　
（
下
地
交
合
を
）
打
ち
捨
て
帰
山
あ
り
て
、
（
異
議
・
不
出
頭
の
者
の
）
名
字
を

　
　
諸
衆
（
1
1
衆
徒
正
員
）
に
披
露
せ
し
め
、
案
内
を
公
方
（
1
1
公
儀
、
公
権
力
）

　
　
　
も
　
つ

　
　

に
啓
し
、
御
願
を
止
め
て
、
厳
重
に
そ
の
沙
汰
あ
る
べ
き
事
、

と
あ
る
の
は
、
当
該
時
期
、
金
剛
峯
寺
の
衆
徒
ら
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
公
権
力
を

後
ろ
盾
と
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
決
し
て
、
山
上
・
山
下
の
検
注
反
対
派
を
抑
え
て
、

大
検
注
を
や
り
直
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

　
官
省
符
庄
に
対
す
る
「
大
検
注
の
や
り
直
し
と
そ
れ
に
伴
う
支
配
体
制
の
再
構

築
」
は
、
室
町
幕
府
内
の
実
力
者
で
あ
る
大
内
義
弘
が
紀
伊
国
守
護
に
就
任
し
、
か

つ

、
南
北
朝
の
合
一
が
実
現
し
た
明
徳
三
年
（
二
二
九
二
）
の
二
年
後
、
す
な
わ
ち

応

永
元
年
（
二
二
九
四
）
の
＝
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
近
時
、
高
野
口
町
九
重
の
岡
本
善

積

家
か
ら
発
見
さ
れ
た
応
永
三
年
（
＝
二
九
六
）
六
月
「
官
省
符
庄
百
姓
等
申
状

案
」
中
の
、
次
の
よ
う
な
文
章
で
あ
る
。

　
　
（
前
略
）
こ
の
度
、
ご
検
注
候
わ
ば
、
諸
事
は
往
古
の
如
く
に
お
改
め
あ
る
べ

　
　

き
の
由
、
承
り
及
び
候
の
間
、
百
姓
ら
は
安
堵
の
思
い
を
成
し
候
い
き
。
一
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
こ

　
　

に
非
例
を
お
止
め
候
わ
ば
、
お
山
の
た
め
に
お
目
出
た
く
候
。
百
姓
ら
、
畏
み

　
　

て
申
し
候
。

　

こ
の
史
料
を
紹
介
し
た
高
橋
　
修
氏
は
、
こ
の
「
申
状
案
」
の
性
格
に
つ
い
て
、

　
　

官
省
符
庄
の
百
姓
等
が
結
集
し
て
、
政
所
を
運
営
す
る
四
庄
官
の
非
法
を
、
庄

　
　
園
領
主
の
高
野
山
金
剛
峯
寺
に
訴
え
た
申
状
の
案
文
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
（
1
8
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
右
に
引
用
し
た
文
章
か
ら
は
、
応
永
元
年
に
始
ま
る
官
省
符
庄

の

大
検
注

が
、
百
姓
ら
の
期
待
と
承
認
と
を
侯
っ
て
、
初
め
て
可
能
で
あ
っ
た
こ
と

が
窺
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
官
省
符
庄
の
百
姓
ら
は
、
南
北
朝
内
乱
期
以
降
に
展
開

さ
れ
た
（
状
況
に
よ
っ
て
は
止
め
ど
も
な
く
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
危
険
性
の
あ
る
）

四
庄
官
（
‖
高
坊
・
田
所
・
亀
岡
・
岡
の
各
氏
）
の
種
々
の
「
非
法
」
が
停
止
さ
れ
、

か

つ

、
そ
れ
以
前
の
健
全
な
庄
園
領
主
経
営
が
「
復
活
」
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
が

ゆ
え
に
こ
そ
、
こ
の
大
検
注
の
実
施
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
応
永
元
年
に
始
ま
る
官
省
符
庄
の
大
検
注
は
、
一
方
で
室
町
幕

府
ー
守
護
体
制
と
い
う
公
権
力
を
後
ろ
盾
と
し
、
も
う
一
方
で
（
在
地
有
力
者
の

「非
法
」
停
止
と
健
全
な
庄
園
領
主
経
営
「
復
活
」
と
を
期
待
す
る
）
官
省
符
庄
の

一
般
住
民
た
ち
の
広
範
な
支
持
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
、
と
い
え
よ
う
。

②
神
通
寺
に
お
け
る
百
姓
ら
の
誓
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
＝
月
一
六
日
、
官
省
符
庄
二
〇
か
村
の
百
姓
ら
は
、

金
剛
峯
寺
の
命
に
よ
っ
て
、
現
九
度
山
町
慈
尊
院
に
あ
る
神
通
寺
（
1
1
官
省
符
庄
の

総
鎮
守
で
あ
る
七
社
明
神
の
神
宮
寺
）
に
集
合
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
神
前
に
お
い

て
、　

　

こ
の
度
の
こ
検
注
の
事
に
就
き
て
、
百
姓
ら
に
お
い
て
は
、
地
本
（
1
1
田
・
畠

　
　
を
指
す
か
）
井
び
に
在
家
（
1
1
屋
敷
と
そ
の
付
属
耕
地
）
・
桑
代
（
‖
桑
畠
に

　
　
か
か

る
地
租
）
と
も
に
、
少
分
た
り
と
錐
も
、
相
互
に
見
隠
し
聞
き
隠
す
べ
か

　
　

ら
ず
。
有
り
目
に
任
せ
て
、
悉
く
申
し
上
ぐ
べ
き
も
の
な
り
、

と
の
誓
い
を
立
て
た
。

　
同
日
の
「
二
十
村
百
姓
等
起
請
文
案
」
（
n
ー
四
九
三
）
の
袖
に
、

　
　
但
し
、
正
文
に
お
い
て
は
、
護
法
（
1
1
牛
玉
宝
印
）
の
裏
に
こ
れ
を
書
き
、
神
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通
寺
の
こ
宝
前
に
お
い
て
、
麗
水
を
以
て
こ
れ
を
呑
む
、

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
起
請
文
の
「
正
文
」
は
、
神
前
で
燃
や

し
て
灰
に
さ
れ
、
そ
の
灰
を
溶
か
し
た
水
を
、
二
〇
か
村
の
百
姓
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
廻

し
飲
み
し
た
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
コ
味
神
水
」
と
い
う
誓
約
方
法
で
あ
る
が
、

も
し
こ
の
誓
い
を
破
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
人
に
は
、
こ
の
起
請
文
に
書
か
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

る
「
罰
言
」
の
と
お
り
に
、
恐
ろ
し
い
神
罰
が
下
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　

ま
た
、
実
際
の
検
注
に
当
た
る
奉
行
衆
も
ま
た
、
現
地
に
下
向
す
る
以
前
に
、
寺

家

（
1
1
金
剛
峯
寺
）
に
お
い
て
、

　
　
追

従
・
賄
賂
に
就
い
て
、
偏
頗
・
矯
飾
を
存
ず
べ
か
ら
ず
。
は
た
ま
た
、
山

　
　
上
・
山
下
の
諸
人
の
語
ら
い
を
得
る
べ
か
ら
ざ
る
由
、

の
起
請
文
を
認
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
・
元
中
元
年
「
金
剛
峯
寺
衆
徒
一

味
契
状
」
第
一
〇
条
）
。
前
掲
「
二
十
村
百
姓
等
起
請
文
案
」
に
、
「
罰
言
は
奉
行
衆

の
起
請
文
に
同
じ
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
奉
行
衆
が
誓
い
を

破
っ
た
場
合
に
も
、
百
姓
ら
の
場
合
と
同
様
に
、
恐
ろ
し
い
神
罰
が
下
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

③
官
省
符
庄
大
検
注
の
原
則

　
と
こ
ろ
で
、
応
永
元
～
同
三
年
の
官
省
符
庄
に
対
す
る
「
大
検
注
の
や
り
直
し
と

そ
れ
に
伴
う
支
配
体
制
の
再
構
築
」
の
実
際
の
作
業
は
、
前
掲
・
元
中
元
年
「
金
剛

峯
寺
衆
徒
一
味
契
状
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
諸
原
則
に
、
お
お
よ
そ
則
っ
て
行
わ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
ま
ず
同
「
契
状
」
の
関
係
条
文
を
抜
粋
し
て
引

用
し
、
次
に
そ
れ
ら
の
条
文
か
ら
窺
わ
れ
る
同
年
間
の
官
省
符
庄
の
大
検
注
、
及
び

「結
い
直
し
」
の
手
順
と
方
法
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

①
一
　
（
前
略
）
諸
衆
一
同
の
義
（
儀
）
を
以
て
、
面
々
身
上
の
大
事
を
存
じ
、

　
　
　
下
地
を
交
（
校
）
合
（
1
1
検
注
）
せ
し
め
、
悉
く
結
い
直
さ
る
べ
き
（
1
1
寺

　
　

僧
ら
の
供
料
地
等
を
再
配
分
す
べ
き
）
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
②
一
　
下
地
交
合
の
時
は
、
本
の
村
切
り
土
帳
を
以
て
、
奉
行
衆
（
1
1
検
注
使
）

　
　
　
井
び
に
地
主
・
作
人
は
、
田
頭
に
立
ち
、
こ
れ
を
明
か
す
べ
し
。
た
と
い

　
　
　
荒
・
不
作
・
新
田
・
新
畠
た
り
と
難
も
、
悉
く
帳
に
付
く
べ
し
。

　
④
一
　
こ
の
度
、
結
い
直
さ
る
の
時
は
、
村
々
の
田
・
畠
を
勘
え
（
1
1
調
べ
考

　
　
　
え
）
、
村
切
り
次
第
に
支
配
あ
る
べ
し
（
1
1
一
村
を
単
位
と
し
て
配
分
せ
よ
）
。

　
　
　
支
配
の

員
数
に
お
い
て
は
、
延
元
年
中
の
配
分
数
に
任
す
べ
し
。
色
を
易

　
　
　
（
1
1
変
）
え
篇
を
易
え
て
、
山
上
・
山
下
の
神
社
・
仏
寺
・
人
用
等
、
人
の

　
　
　
語
ら
い
を
得
て
、
新
募
・
増
減
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
。

　
⑤
一
　
田
・
畠
と
も
に
、
上
・
中
・
下
の
三
品
（
⊥
二
等
級
）
を
以
て
、
斗
代

　
　
　
（
‖
一
反
あ
た
り
の
年
貢
高
）
を
定
め
、
公
事
銭
を
当
て
、
未
来
際
に
到
ら

　
　
　
し
む
べ
き
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
⑥
一
在
家
も
同
じ
く
交
合
あ
り
て
、
免
家
に
結
わ
る
べ
し
。
も
し
家
な
し
と
難

　
　
　
も
、
本
の
免
家
の
跡
た
ら
ば
、
結
い
入
れ
て
、
免
家
の
所
役
は
地
主
の
沙
汰

　
　
　
と
な
す
べ
き
事
。

　
⑦
一
　
荒
・
不
作
た
り
と
難
も
、
帳
に
載
す
る
の
上
は
、
薄
（
‖
薄
地
）
を
広

　
　
　
（
1
1
熟
地
）
に
結
い
加
う
べ
き
事
。

　
⑧
一
水
入
り
の
田
・
畠
を
以
て
、
新
田
・
新
畠
と
号
し
、
没
収
せ
し
め
る
の
条
、

　
　
　
自
今
以
後
は
堅
く
停
止
す
べ
し
。
た
だ
し
、
往
代
よ
り
以
来
の
眼
前
の
荒
野

　
　
　
を
新
し
く
開
く
に
お
い
て
は
、
沙
汰
の
限
り
に
あ
ら
ざ
る
事
。

　
⑫
一
　
河
南
・
河
北
と
も
に
池
底
（
1
1
池
の
敷
地
。
堤
が
崩
れ
荒
廃
し
た
、
も
と

　
　
　
池
）
こ
れ
多
し
。
村
々
に
お
い
て
池
を
築
か
る
べ
き
事
。

　
⑬
一
交
合
の
後
に
結
い
定
め
ら
る
の
時
は
、
村
々
に
名
主
を
定
め
、
給
分
を
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
　
い
、
毛
見
（
1
1
作
物
の
豊
凶
を
調
べ
る
こ
と
）
な
き
の
儀
を
以
て
、
定
田
収

　
　
　
納
あ
る
べ
き
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
箇
条
番
号
は
引
用
者
。
以
下
同
様
）

　
右
の
条
々
に
よ
れ
ば
、
応
永
元
～
同
三
年
の
官
省
符
庄
に
対
す
る
「
大
検
注
の
や

り
直
し
と
そ
れ
に
伴
う
支
配
体
制
の
再
構
築
」
の
実
際
の
作
業
は
、
次
の
よ
う
な
手
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順

と
方
法
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
一
）
　
検
注
は
、
奉
行
衆
・
地
主
・
作
人
の
三
者
が
、
揃
っ
て
田
頭
に
立
ち
会
っ

　
　

て
、
「
本
の
村
切
り
土
帳
」
と
照
合
し
な
が
ら
行
う
（
第
二
条
）
。

　
（
二
）
検
注
対
象
は
、
田
・
畠
・
在
家
の
三
種
類
で
あ
る
（
第
五
条
、
第
六
条
）
。

　
（
三
）
　
現
作
田
と
現
作
畠
は
、
上
・
中
・
下
の
三
等
級
に
分
類
し
て
、
新
し
い

　
　
「
検
注
取
帳
」
に
記
載
す
る
（
第
五
条
）
。

　
（
四
）
　
た
と
え
荒
・
不
作
・
新
田
・
新
畠
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
情
報
の
す
べ

　
　
て

を
「
検
注
取
帳
」
に
記
載
す
る
（
第
二
条
）
。

　
（
五
）
　
在
家
の
検
注
に
際
し
て
は
、
も
し
家
が
な
く
な
っ
て
い
て
も
、
そ
こ
が
も

　
　
と
「
免
家
」
の
あ
っ
た
跡
で
あ
れ
ば
、
「
検
注
取
帳
」
に
記
載
す
る
（
第
六
条
）
。

　
（
六
）
　
「
水
入
り
の
田
・
畠
」
を
新
田
・
新
畠
だ
と
言
っ
て
没
収
し
て
は
な
ら
な

　
　

い
。
た
だ
し
、
昔
か
ら
の
荒
れ
野
を
新
し
く
開
発
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

　
　
は
な
い
（
没
収
し
て
も
よ
い
）
（
第
八
条
）
。

　
（
七
）
　
田
・
畠
の
「
結
い
直
し
」
は
、
村
々
の
田
・
畠
を
考
え
合
わ
せ
た
上
で
、

　
　
あ
く
ま
で
一
村
を
単
位
と
し
て
行
う
。
ま
た
、
そ
の
配
分
数
は
、
延
元
年
中
の

　
　
配
分
数

と
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
配
分
先
の
新
設
や
配
分
数
の
増
減
は
な
い

　
　
（
第
四
条
）
。

　
（
八
）
　
た
と
え
荒
・
不
作
の
田
・
畠
で
あ
っ
て
も
、
「
結
い
直
し
」
の
時
に
は
、

　
　
極
力
、
計
算
に
入
れ
る
（
第
七
条
）
。

　
（
九
）
　
検
注
し
た
在
家
は
、
寺
僧
ら
に
「
免
家
」
と
し
て
再
配
分
す
る
。
再
配
分

　
　

に
あ
た
っ
て
は
、
も
と
「
免
家
」
の
あ
っ
た
跡
も
計
算
に
入
れ
る
。
な
お
、
も

　
　

と
「
免
家
」
の
あ
っ
た
跡
に
懸
け
る
べ
き
所
役
は
、
同
地
の
地
主
に
負
担
さ
せ

　
　
る
（
第
六
条
）
。

　
（
一
〇
）
　
現
作
田
と
現
作
畠
に
は
、
等
級
に
応
じ
て
、
斗
代
を
定
め
、
か
つ
、
公

　
　
事
銭
を
賦
課
す
る
（
第
五
条
）
。

　
（
一
一
）
　
検
注
と
「
結
い
直
し
」
と
が
終
わ
っ
た
段
階
で
、
村
々
に
「
名
主
」
を

　
　

定
め
、
そ
の
人
を
年
貢
・
公
事
収
納
の
責
任
者
と
す
る
。
ま
た
、
「
名
主
」
に

　
　
は
給
与
を
支
払
う
。
な
お
、
今
回
の
「
結
い
直
し
」
の
後
は
、
「
毛
見
」
は
行

　
　
わ
ず
に
、
定
田
か
ら
一
定
額
の
年
貢
・
公
事
を
徴
収
す
る
こ
と
に
す
る
（
第
一

　
　
三
条
）
。

　
（
一
）
～
（
六
）
は
大
検
注
の
手
順
と
方
法
で
あ
り
、
他
方
、
（
七
）
～
（
一
一
）

は
「
結
い
直
し
」
、
及
び
そ
の
後
の
年
貢
・
公
事
徴
収
の
手
順
と
方
法
で
あ
る
。
こ

の

後
、
こ
れ
ら
の
手
順
と
方
法
に
則
っ
て
、
村
々
の
田
・
畠
・
在
家
の
大
検
注
、
及

び

「結
い
直
し
」
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
右
の
（
九
）
・
（
一
〇
）
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
官
省
符
庄
の
住
民

に
と
っ
て
は
、
現
作
田
・
現
作
畠
か
ら
等
級
・
面
積
に
応
じ
て
徴
収
さ
れ
る
年
貢
・

公
事
銭
と
、
在
家
ご
と
に
賦
課
さ
れ
る
「
免
家
」
の
所
役
（
公
事
）
と
が
、
庄
園
領

主
金
剛
峯
寺
に
対
す
る
二
大
負
担
で
あ
っ
た
。

④
官
省
符
庄
大
検
注
の
日
程

　
さ
て
、
官
省
符
庄
の
大
検
注
は
、
同
庄
河
北
方
（
1
1
狭
義
の
上
方
。
現
高
野
口
町

の

大
部
分
と
橋
本
市
の
西
北
部
）
・
河
南
方
（
現
九
度
山
町
北
部
と
橋
本
市
の
一

部
）
・
下
方
（
1
1
狭
義
の
下
方
。
現
か
つ
ら
ぎ
町
東
北
部
と
高
野
口
町
の
一
部
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

三

方
と
も
に
、
応
永
元
年
二
月
二
一
日
を
吉
日
と
し
て
始
ま
っ
た
。
河
北
方
に
属

す
る
諸
村
は
、

　
　
大
野
村
、
清
水
村
（
名
倉
を
含
む
）
、
小
田
村
、
名
古
曾
村
、
伏
原
村
（
吉
原

　
　
を
含
む
）
、
神
野
々
村
（
山
田
を
含
む
）
、
田
原
村
、
中
村
、

の

八
か
村
、
河
南
方
に
属
す
る
諸
村
は
、

　
　
畑
山
村
（
学
文
路
出
作
分
を
含
む
）
、
九
度
山
村
、
結
縁
寺
（
1
1
慈
尊
院
）
村
、

　
　
丹
生
河

（
1
1
入
郷
）
村
、

の
四

か
村
、
下
方
（
‖
狭
義
の
下
方
）
に
属
す
る
諸
村
は
、

　
　

田
井
田
（
1
1
東
飯
降
）
村
、
中
飯
降
村
、
西
飯
降
（
1
1
妙
寺
）
村
、
市
原
村
、

　
　
丁

ノ
町
村
、
大
藪
村
、
大
谷
村
、
佐
野
村
、
嵯
峨
谷
村
、
竹
尾
村
、
大
畑
村
、
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表1　官省符庄下方「検注取帳」一覧

作成年・月／日 「検注取帳」名 典拠

応永1・11／28～12／18 田井田（＝東飯降）村・中飯降村・西飯降（＝妙寺）村在家帳 U－494

応永1・12／01～12／02 中飯降村畠帳 n－531

応永2・10／27～11／08 市原村田帳、同村畠帳 H－535、536

（応永2） 市原村在家井新畠帳 n－537

応永2・11／22～11／24 大谷村田帳、同村畠・在家帳 1－548，549

応永2・11／28～12／Ol 佐野村畠・在家帳 n－551

応永2・12／04～12／06 平原・瓦屋（＝西柏木）両村畠帳、同両村在家帳 H－570、571

応永2・12／07～12／08 中柏木村田帳、同村畠・在家帳 n－567，568

応永2・12／08～12／11 東柏木村田帳、同村畠・在家帳 H－563，564

（年月日未詳） 東柏木村在家帳 H－565

応永2・12／12～12／13 井手・広野村田・畠・在家帳 H－561

（応永2）12／13～12／14 短野村田・畠・在家帳 n－559

応永2・12／18～12／21 嵯峨谷村田・在家帳 1－553

応永3・03／01～03／02 嵯峨谷村畠・在家帳 H－554

応永3・03／一 竹尾村畠・在家帳 n－556

応永3・03／05 大畑村畠・在家帳 H－557

（年月日未詳） 兄井島田帳 n－575

応永3・03／06～03／11 兄井島畠・新畠帳 H－576

＊　典拠欄の数字は、注（12）所引・『かつらぎ町史　古代・中世史料編』の章一史料の番号である（表2～表7の場
合も同様）。

＊＊　なお、年月日未詳の「官省符庄下方（広義）田畠・在家帳目録」（n－518）によれば、この他に、田井田村田帳、

　同村畠帳、中飯降村田帳、西飯降村田帳、同村畠帳、丁ノ町村田・畠・在家帳、大藪村田・畠・在家帳、佐野村田帳、

平原・瓦屋両村田帳、大畑村田帳、各1帖が作成されたことが知られる。

＊＊＊　また、前掲「官省符庄下方（広義）田畠・在家帳目録」には、この表1の「大谷村田帳、同村畠・在家帳」計

　2帖は「大谷〈田帳・畠帳・在家帳已上一帖〉」と記され、同様に「平原・瓦屋村畠帳、同村在家帳」計2帖は「平

　原・瓦屋〈……畠帳・在家帳一帖〉」と、「中柏木村田帳、同村畠・在家帳」・「東柏木村田帳、同村畠・在家帳」・「東

　柏木村在家帳」の計5帖は「〈東・中・西〉柏木〈田帳・畠帳・在家帳　已上一帖〉」と、それぞれ載せられている。

　
　
短
野
村
、
井
手
・
広
野
村
、
東
柏
木
村
、
中
柏
木
村
、

　
　
瓦
屋

（
1
1
西
柏
木
）
村
、
平
原
（
1
1
広
浦
ヵ
）
村
、

　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

の

一
七

か
村
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
河
北
方
の
諸
村
に
つ
い
て
は
同
二
年
の
一
二

月
中
に
、
ま
た
河
南
方
の
諸
村
に
つ
い
て
は
同
三
年
の
二

月
ご
ろ
に
、
さ
ら
に
下
方
の
諸
村
に
つ
い
て
は
同
三
年
の

三

月
中
旬
に
、
そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て
の
田
・
畠
・
在
家
の
調

　
　
　
　
　
（
2
8
）

査
を
終
え
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
下
方
に
お
い
て
は
、
応
永
元
年
＝
月
か

ら
同
三
年
三
月
ま
で
の
間
に
、
次
の
表
1
の
よ
う
な
「
検

注
取
帳
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
現
存
す
る
計

二
三

帖
の
み
を
表
中
に
記
載
。
未
発
見
分
に
つ
い
て
は
表

1
に
付
し
た
＊
＊
の
項
を
参
照
）
。

　
上
の
表
1
に
よ
れ
ば
、
官
省
符
庄
下
方
に
お
い
て
は
、

ま
ず
応
永
元
年
の
＝
月
下
旬
か
ら
一
二
月
中
旬
に
か
け

て
、
田
井
田
、
中
飯
降
、
西
飯
降
の
三
か
村
の
検
注
が
行

わ

れ
、
次
に
同
二
年
の
一
〇
月
二
七
日
か
ら
一
二
月
二
一

日
に
か
け
て
、
紀
ノ
川
流
域
の
市
原
、
丁
ノ
町
、
大
藪
、

大

谷
、
佐
野
の
各
村
の
検
注
、
及
び
「
山
村
（
山
郷
）

分
」
の
平
原
、
瓦
屋
、
中
柏
木
、
東
柏
木
、
井
手
・
広
野
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

短
野
、
嵯
峨
谷
の
各
村
の
検
注
が
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、

そ
し
て
最
後
に
、
同
三
年
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
二
日

に
か
け
て
、
嵯
峨
谷
村
の
未
了
分
の
調
査
と
「
山
村
分
」

の

竹
尾
村
・
大
畑
村
・
兄
井
島
の
検
注
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　
つ

ま
り
、
下
方
地
域
の
検
注
は
、
三
月
下
旬
～
一
〇
月

中
旬
の
農
繁
期
と
年
末
～
正
月
の
年
越
し
・
年
初
め
の
行
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事
繁
忙
期
と
を
避
け
て
、
一
〇
月
下
旬
～
年
末
と
三
月
上
旬
と
に
限
っ
て
実
施
さ

　
（
3
0
）

れ

た
た
め
に
、
す
べ
て
の
調
査
を
終
え
る
の
に
足
掛
け
三
年
か
か
っ
た
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
実
際
の
調
査
期
間
は
約
六
か
月
間
で
あ
る
）
。

⑤
「
検
注
目
録
」
の
作
成

　
前
項
で
は
、
応
永
元
年
二
月
下
旬
ご
ろ
～
同
三
年
三
月
中
旬
に
、
官
省
符
庄
内

の

田
・
畠
・
在
家
が
一
村
ご
と
に
調
査
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
諸
情
報
が
「
検
注

取
帳
」
（
1
1
「
田
帳
」
・
「
畠
帳
」
・
「
在
家
帳
」
）
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、

こ
の
う
ち
、
「
田
帳
」
と
「
畠
帳
」
に
は
、
一
筆
ご
と
に
、
田
も
し
く
は
畠
の
、
①

等
級
（
上
・
中
・
下
の
三
等
級
）
ま
た
は
荒
・
不
作
な
ど
の
耕
地
状
況
、
②
所
在
地
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ま
ち

③
面

積
二
反
⊥
二
六
〇
歩
で
計
算
）
、
④
狭
町
（
1
1
区
画
）
数
、
⑤
地
主
（
1
1
地

主

職
の
所
持
者
。
加
地
子
と
呼
ば
れ
る
地
代
を
収
取
す
る
権
利
を
持
つ
者
）
名
、
⑥

作
人
（
1
1
作
職
の
所
持
者
。
年
貢
納
入
責
任
者
）
名
な
ど
が
、
ま
た
「
在
家
帳
」
に

は
、
一
宇
ご
と
に
、
在
家
の
、
①
屋
敷
地
の
面
積
、
②
地
主
名
、
③
垣
内
（
1
1
在
家

の

区
画
）
名
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
さ
れ
た
。
そ
し
て
各
「
検
注
取
帳
」
の
末
尾

に
は
、
そ
の
帳
面
限
り
の
（
す
な
わ
ち
、
一
村
単
位
の
）
集
計
結
果
が
記
載
さ
れ
た
。

　

つ
づ
い

て
、
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
二
月
ご
ろ
か
ら
同
年
七
月
ご
ろ
に
か
け
て
、

次
の

表
2
の
よ
う
な
「
検
注
目
録
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
作
成
年
月
の

明
ら
か
な
も
の
の
み
を
表
中
に
記
載
し
た
）
。

　

こ
れ
ら
の
「
検
注
目
録
」
類
は
、
一
村
単
位
の
「
検
注
取
帳
」
類
に
記
録
さ
れ
た

諸
情
報
を
、
河
北
方
・
河
南
方
・
下
方
の
三
方
単
位
、
も
し
く
は
上
方
・
下
方
（
広

義
）
の
二
方
単
位
に
、
「
マ
ロ
（
円
）
カ
シ
」
た
（
1
1
一
つ
に
ま
と
め
た
、
整
理
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
∀

集
計
し
た
）
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
検
注
目
録
」
類
は
、
恐
ら
く
は
各
方
の
検

注
が
終
了
し
た
直
後
か
ら
作
成
が
開
始
さ
れ
〔
応
永
三
年
二
月
「
河
南
方
畑
山
村
田

帳
」
和
多
「
検
注
帳
」
二
四
、
同
月
二
九
日
「
河
南
方
四
か
村
田
・
畠
・
在
家
数
目

録
」
（
表
2
所
引
）
〕
、
そ
し
て
少
な
く
と
も
応
永
三
年
八
月
ま
で
に
は
そ
の
作
業
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
家
柏
広
［
坊
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
録
在
東
ー
n
村
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
・
・
方
ー
か
れ

繊
…

鴫
　
　
　
　

㌫
∴
㌘
頃

　　　　　　　　　　　　・の

ぼ
鷲
聲
㌶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

完
了
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
応
永
三
年
八
月
「
上
方
一
〇
か
村
分
田
・
分
畠
帳

等
目
録
」
1
ー
五
〇
六
・
同
月
「
官
省
符
庄
在
家
支
配
帳
」
H
ー
五
〇
四
）
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
「
検
注
目
録
」
類
に
よ
っ
て
整
理
・
集
計
さ
れ
た
、
官
省
符
庄

内
の
田
・
畠
・
在
家
数
、
田
・
畠
に
か
か
る
分
米
・
分
麦
高
（
‖
租
税
額
）
お
よ
び

在
家
の
下
地
（
‖
敷
地
面
積
）
は
、
次
の
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
（
た
だ
し
、
推
計

値
を
含
む
）
。
ま
た
、
下
方
（
広
義
）
の
在
家
数
な
ら
び
に
在
家
下
地
は
、
表
4
の

　
　
　
　
　
（
3
2
）

と
お
り
で
あ
る
。

　
表
3
か
ら
は
、

　
（
一
）
　
応
永
元
年
～
同
三
年
に
調
査
・
把
握
さ
れ
た
官
省
符
庄
全
体
の
現
作
田
数

　
　

は
四
六
三
町
四
反
一
四
〇
歩
、
現
作
畠
数
は
一
八
二
町
一
反
一
三
九
歩
、
そ
し

　
　
て
在
家
数
は
四
五
七
宇
で
あ
っ
た
こ
と
、

　
（
二
）
　
こ
の
う
ち
の
下
方
（
広
義
）
分
の
現
作
田
数
は
二
六
二
町
三
反
七
〇
歩
、

　
　
現
作
畠
数
は
一
二
八
町
七
反
一
九
歩
、
そ
し
て
在
家
数
は
二
九
九
宇
で
あ
っ
た

作成年・月／日 「検注目録」名 典拠

応永3・02／29 河南方4か村田・畠・在家数目録 n－496

応永3・05／ 上方10か村惣田数・分米目録 n－497

応永3・05／一 上方10か村惣畠数・分麦目録 n－498

応永3・07／一 下方（広義）里坊・坊免注文 H　502
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官省符庄の田・畠・在家数、分米・分麦高、在家下地表3

田 畠 在家
地域名 典拠

a田数 b分米 c不作 d畠数 e分麦 f不作 g在家数 h下地

A上方 201町 716石 64町 53町 74石 27町 158宇 9町1反 H　497、
1反70歩 7斗0升 7反90歩 4反120歩 0斗2升 1反50歩 10歩 498

3合1勺 5合8勺

B下方 262町 553石 不明 128町 190石 不明 299宇 不明 n－509
（広義） 3反70歩 6斗0升 7反19歩 7斗1升

6合6勺 6合5勺

C総計 463町 1270石 不明 182町 264石 不明 457宇 不明 H－513、

4反140歩 3斗0升 1反139歩 7斗4升 510，509

9合7勺 2合3勺

＊　Baは、　CaからAaを減じた数値（Bbの数値の場合も同様）。

＊＊　Bd・Beの数値については、後掲・表6の注記＊＊を参照。

＊＊＊　B9の数値については、次掲・表4を参照。

＊＊＊＊　Cgは、　A9にBgを加えた数値。

＊＊＊＊＊　本表の作成にあたっては、今井林太郎・注（2）所引論文から、多大の恩恵を蒙った。

　
　
こ
と
、

　
（
三
）
　
官
省
符
庄
全
体
の
現
作
田
に
か
か
る
租
税
額
は
米
一
二
七
〇
石
三
斗
○
升

　
　
九
合
七
勺
、
現
作
畠
に
か
か
る
租
税
額
は
麦
二
六
四
石
七
斗
四
升
二
合
三
勺
で

　
　
　
　
　
（
3
3
）

　

　
あ
っ
た
こ
と
、

　
（
四
）
　
こ
の
う
ち
の
下
方
（
広
義
）
分
の
現
作
田
に
か
か
る
租
税
額
は
米
五
五
三

　
　
石
六
斗
○
升
六
合
六
勺
、
現
作
畠
に
か
か
る
租
税
額
は
麦
約
一
九
〇
石
七
斗
一

　
　
升
六
合
五
勺
で
あ
っ
た
こ
と
、

等
々
の
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
右
の
（
一
）
～
（
四
）
か
ら
は
、

　
（
五
）
　
下
方
（
広
義
）
分
の
現
作
田
数
は
、
官
省
符
庄
全
体
の
現
作
田
数
の
う
ち

　
　
の

約
五
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
下
方
（
広

　
　
義
）
分
の
現
作
田
に
か
か
る
租
税
額
は
、
官
省
符
庄
全
体
の
現
作
田
に
か
か
る

　
　
租
税
額
の
約
四
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
、

　
（
六
）
　
下
方
（
広
義
）
分
の
現
作
畠
数
は
、
官
省
符
庄
全
体
の
現
作
畠
数
の
う
ち

　
　
の

約
七
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
か
つ
、
同
下
方
（
広
義
）
分
の
現
作
畠

　
　
に
か
か
る
租
税
額
は
、
官
省
符
庄
全
体
の
現
作
畠
に
か
か
る
租
税
額
の
約
七

　
　
二
・

○
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
こ
と
、

　
（
七
）
　
下
方
（
広
義
）
分
の
在
家
数
は
、
官
省
符
庄
全
体
の
在
家
数
の
う
ち
の
約

　
　
六

五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
こ
と
、

が
知
ら
れ
る
。
右
の
（
五
）
・
（
六
）
は
、

　
　
下

方
（
広
義
）
は
、
上
方
に
比
べ
て
、
上
田
の
現
作
田
全
体
に
占
め
る
比
率
は

　
　
か
な
り
小
さ
い
こ
と
、

及
び
　
　
下
方
（
広
義
）
は
、
現
作
畠
数
が
上
方
の
そ
れ
の
二
・
四
倍
以
上
あ
り
、
か
つ
、

　
　
上
方
に
比
べ
て
、
上
畠
の
現
作
畠
全
体
に
占
め
る
比
率
は
や
や
大
き
か
っ
た
こ

　
　
と
、

を
示
し
て
い
よ
う
。
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表4　下方（広義）の在家数並びに在家下地

在家
村名

在家数 在家下地
典拠

田井田 7宇 4反210歩 n－494

中飯降 12宇 6反240歩 同上

西飯降 15宇 1町2反110歩 同上

妙寺 35宇 1町3反　0歩 同上

市原 16宇 9反120歩 n－537

丁ノ町 21宇 3町0反150歩 1－542

大藪 12宇 （不明） n－520

大谷 16宇 9反240歩 n－519

佐野・折居 25宇 2町0反220歩 1－551

平原 4宇 4反010歩 n－571

瓦屋 7宇 4反050歩 同上

中柏木 14宇 1町3反290歩 H　569

東柏木 12宇 1町1反310歩 n－564

井手・広野 6宇 5反120歩 U－561

短野 15宇 1町1反260歩 n－559

嵯峨谷 23宇 1町5反300歩 H－554

竹尾 24宇 1町0反260歩 n－556

大畑 18宇 1町0反200歩 H－557

結縁寺 11宇 1町1反060歩 n　496

丹生河 6宇 5反160歩 同上

小計 299宇 （全体面積不明）

⑥
分
田
支
配

　
応
永
三
年
五
月
に
「
上
方
一
〇
か
村
惣
田
数
・
分
米
目
録
」
と
「
上
方
一
〇
か
村

惣
畠
数
・
分
麦
目
録
」
と
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
（
前

掲
・
表
2
参
照
）
、
そ
の
直
後
の
同
年
六
月
上
旬
ご
ろ
か
ら
、
い
よ
い
よ
「
結
い
直

し
」
と
呼
ば
れ
る
、
寺
僧
ら
の
供
料
地
等
の
再
配
分
作
業
が
始
ま
っ
た
（
応
永
三
年

五
月
九
日
「
分
田
衆
評
定
事
書
」
H
ー
四
九
九
）
。
こ
の
こ
と
は
、
（
一
）
同
年
五
月

を
以
て
「
検
注
目
録
」
類
の
作
成
作
業
に
お
お
よ
そ
の
目
途
が
つ
い
た
こ
と
、
及
び

（
二
）
こ
れ
以
後
、
「
検
注
目
録
」
類
の
完
成
作
業
と
、
「
結
い
直
し
」
作
業
と
が
、

同
時
併
行
的
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
田
・
畠
の
「
結
い
直
し
」
と
い
う
行
為
は
、
別
各
、
「
分
田
支
配
」
・

「
分
畠
支
配
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
け
だ
し
、
「
検
注
取
帳
」
類
に
登
録
さ
れ
た
田
・
畠

を
、
被
配
分
者
（
供
料
収
取
者
）
別
に
「
支
配
す
る
（
1
1
区
分
け
し
て
手
配
り
す

る
）
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
し
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
官
省
符
庄
内
の

田
・
畠
の
「
結
い
直
し
」
1
1
「
分
田
支
配
」
・
「
分
畠
支
配
」
作
業
は
、
応
永
元
年
一

一
月
～
同
三
年
三
月
の
「
検
注
取
帳
」
類
に
記
録
さ
れ
た
同
庄
内
の
田
・
畠
に
関
す

る
一
村
単
位
・
一
筆
ご
と
の
諸
情
報
と
、
同
三
年
二
月
～
七
月
ご
ろ
の
「
検
注
目

録
」
類
で
整
理
さ
れ
た
同
庄
内
の
田
・
畠
に
関
す
る
河
北
方
・
河
南
方
・
下
方
の
三

方
単
位
〔
も
し
く
は
上
方
・
下
方
（
広
義
）
の
二
方
単
位
〕
の
集
計
結
果
と
を
、
双

方
参
照
し
な
が
ら
遂
行
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
掲
「
分
田
衆
評
定
事
書
」
に
は
、

　
（
端
裏
書
）

　
「
事
書
　
下
方
　
六
月
九
日
事
書
」

　
　
　
応
永
三
年
六
月
九
日
の
分
田
衆
の
御
評
定
に
云
わ
く
、

　
①
一
所
々
の
仏
性
（
”
仏
聖
、
仏
餉
）
灯
油
に
お
い
て
は
、
延
元
の
支
配
の
如

　
　
　

く
、
田
数
を
以
て
支
配
せ
ら
る
べ
し
。
但
し
、
上
・
中
・
下
の
三
等
分
を
以

　
　
　

て
、
支
配
あ
る
べ
き
事
。

　
②
一
　
七
反
支
配
の
事
。
二
十
村
平
均
ニ
ロ
宛
て
に
、
こ
れ
を
結
わ
る
べ
し
。
但

　
　
　

し
、
残
る
所
は
、
大
村
に
結
い
入
れ
ら
る
べ
き
事
。

　
③
一
諸
堂
の
預
・
承
仕
（
1
1
雑
用
を
勤
め
る
下
級
僧
侶
）
は
、
仏
性
灯
油
の
切

　
　
　
符
を
、
来
る
十
一
日
に
分
田
衆
中
に
持
参
せ
し
む
べ
き
事
。
も
し
無
沙
汰
あ

　
　
　

ら
ば
、
今
度
の
支
配
に
漏
れ
ら
る
べ
き
の
由
、
下
知
あ
る
べ
き
事
。
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④
一
庄
官
・
所
司
の
切
符
は
、
お
の
お
の
来
る
十
二
日
に
出
さ
れ
る
べ
き
の
由
、

　
　
　
下
知
あ
る
べ
き
事
、

と
あ
っ
て
、
こ
の
日
、
実
際
の
「
分
田
支
配
」
作
業
を
担
当
す
る
「
分
田
衆
」
と
呼

ば

れ

る
役
人
（
H
金
剛
峯
衆
徒
）
た
ち
が
、

　
（
一
）
　
山
上
・
山
下
の
堂
塔
・
寺
社
の
仏
・
神
事
の
費
用
は
、
延
元
年
間
の
配
分

　
　

の

場
合

と
同
様
に
、
具
体
的
な
田
数
を
示
し
て
配
分
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ

　
　
ぞ
れ

の

仏
・
神
事
の
費
用
の
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
（
公
平
を
期
す
る
た
め

　
　

に
）
上
・
中
・
下
田
を
均
等
に
組
み
合
わ
せ
る
べ
き
こ
と
、

　
（
二
）
　
「
七
反
支
配
」
と
呼
ば
れ
る
、
金
剛
峯
寺
「
諸
堂
の
預
・
承
仕
」
た
ち
の

　
　

た
め
の
費
用
は
、
一
村
に
つ
き
ニ
ロ
ず
つ
、
口
数
を
示
し
て
配
分
す
る
こ
と
、

　
（
三
）
　
「
分
田
支
配
」
に
先
だ
っ
て
、
金
剛
峯
寺
の
「
預
・
承
仕
」
た
ち
は
、
勤

　
　
務
す
る
諸
堂
の
「
仏
性
灯
油
の
切
符
」
を
「
分
田
衆
」
の
と
こ
ろ
ま
で
持
参
す

　
　

べ
き
こ
と
、

　
（
四
）
　
同
様
に
、
官
省
符
庄
の
「
庄
官
・
所
司
」
た
ち
も
、
自
分
た
ち
の
給
分
を

　
　
記
し
た
「
切
符
」
を
、
「
分
田
衆
」
の
と
こ
ろ
ま
で
持
参
す
べ
き
こ
と
、

等
々
の
こ
と
を
決
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
前
掲
・
元
中
元
年
「
金
剛
峯
寺
衆
徒
一
味
契
状
」
第
四
条
に
、

　
④
一
　
こ
の
度
、
結
い
直
さ
る
の
時
は
、
村
々
の
田
・
畠
を
勘
え
、
村
切
り
次
第

　
　
　

に
支
配
あ
る
べ
し
。
支
配
の
員
数
に
お
い
て
は
、
延
元
年
中
の
配
分
数
に
任

　
　
　
す
べ
し
。
色
を
易
え
篇
を
易
え
て
、
山
上
・
山
下
の
神
社
・
仏
寺
・
人
用
等
、

　
　
　
人
の

語
ら
い
を
得
て
、
新
募
・
増
減
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
、

と
決
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
同
様
の
方
針
が
窺
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

　
（
ア
）
　
今
回
の
「
分
田
支
配
」
の
配
分
数
は
、
延
元
年
間
の
「
分
田
支
配
」
の
際

　
　
の
配
分
数
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、

　
（
イ
）
　
ま
た
、
そ
の
「
分
田
支
配
」
は
、
あ
く
ま
で
一
村
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ

　
　
る
べ
き
こ
と
、

と
の
二
大
方
針
が
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
「
分
田
衆
評
定
事
書
」
か
ら
は
、

　
（
ウ
）
　
被
配
分
者
間
の
公
平
を
期
す
る
た
め
に
、
等
級
の
異
な
る
田
地
を
均
等
に

　
　
組
み

合
わ
せ
る
べ
き
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

を
第
三
の
基
本
方
針
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
第
三
、
四
条
に
み
え
る
「
仏
性
灯
油
の
切
符
」
・
「
庄
官
・
所
司
の

切
符
」
と
は
、
延
元
年
間
の
「
分
田
支
配
」
の
際
に
、
被
配
分
者
（
供
料
収
取
者
）

お
の
お
の
に
手
渡
さ
れ
た
、
被
配
分
額
（
田
数
・
口
数
）
を
特
定
の
田
地
を
指
定
し

て

示

し
た
「
受
給
者
証
」
（
正
文
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
応
永
三
年
（
月
日
未
詳
）
「
官
省
符
庄
分
田
支
配
用
意
注
文
」
（
H
l
五
一

〇
）
・
同
「
官
省
符
庄
分
田
支
配
注
文
下
書
」
（
H
　
五
一
一
）
な
ど
に
よ
れ
ば
、

官
省
符
庄
の
総
現
作
田
か
ら
上
が
る
総
分
米
は
、
次
の
表
5
の
よ
う
に
再
配
分
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

よ
う
に
計
画
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
表
5
か
ら
、
官
省
符
庄
の
総
現
作
田
数
四
六
三
町
四
反
一
四
〇
歩
か

ら
上
が
る
総
分
米
一
二
七
〇
石
三
斗
○
升
九
合
七
勺
（
前
掲
・
表
3
参
照
）
は
、
A

「
所
々
仏
聖
灯
油
田
」
に
九
三
石
七
斗
五
升
四
合
七
勺
、
B
「
山
上
・
山
下
人
供
」

に
一
〇
六
六
石
七
斗
七
升
二
合
、
C
「
七
反
支
配
」
に
六
七
石
九
斗
八
升
、
D

し
ご
う
　

ご

で

ん

「
四

郷

（五

殿
）
山
籠
不
足
分
」
に
一
石
四
斗
七
升
、
そ
し
て
E
「
残
分
」
に
四
〇

石
三
斗
三
升
三
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
再
配
分
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る

の

で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
次
の
三
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
こ
の
う
ち
の
E
「
残
分
」
の
四
〇
石

三
斗
三
升
三
合
の
大
部
分
は
、
恐
ら
く
は
金
剛
峯
寺
座
主
（
‖
東
寺
一
長
者
）
側
に

上
納
さ
れ
る
費
用
（
1
1
「
宗
家
御
得
分
」
・
「
東
寺
役
田
」
な
ど
）
に
充
当
さ
れ
る
計

画
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
（
一
）
　
応
永
三
年
（
月
日
未
詳
）
「
官
省
符
庄
仏
聖
・
人
供
田
数
注
文
」
（
H
－
五

　
　
＝
二
）
に
、

　
　
　
一
　
山
下
分
　
宗
家
御
得
分
よ
り
井
料
田
に
至
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

已
上
五
十
四
丁
七
反
大
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表5　官省符庄の分田支配

費目 ①上方 ②下方（広義） ③（①＋②）

A所々仏聖灯油田にて支配分＋仏聖灯油
　供にて支配分

11口

＋6町3反220歩
7．5口

＋3町3反（ママ）
1口3石0斗6升6合7勺（8反）×18．5口＋
37石0斗2升0合8勺（9町6反300歩）＝93
石7斗5升4合7勺

ア奥院仏聖 2口
イ奥院新仏聖 1口
ウ奥院（常灯） 2口

＋　　6反
工御影堂（仏聖・常灯） 2口

＋　　6反
2口

オ御社仏聖 2口
力御社（常灯） 2口

＋　　6反40歩
キ准砥堂（仏聖・灯油） 1口

＋1町2反20歩
ク千手堂仏聖灯油 1口

＋　　6反
ケ慈尊院毎月御影供田・同仏供田 1町5反
コ慈尊院油田 3反120歩

サ慈尊院五大力田 1反
シ慈尊院塔供僧修理米加定 1．5口

ス勝利寺（仏聖） 2反340歩

セ仁王会油田 1反60歩
ソ新堂家鎮 300歩

タ上津山箕座室田仏聖田 2反

チ福勝寺仏聖田 1反

ツ神通寺仏聖田 6反60歩
テ神通寺12月晦日夜神祭礼田 120歩

ト天野経所常灯田 1町9反40歩
ナ天野常灯田 2口

＋　　6反

二飯垣祭田 1反200歩

B山上・山下供数418口＋山上・山下人
供田にて支配分

1口2石5斗2升×418口＋13石4斗1升2
合（4町5反220歩）＝1066石7斗7升2合

ア人供 192口（山上僧）廿 181口（山上・山下人
供）＊＊＊

イ食堂承仕 1反80歩
ウ三方（河南・河北・下方）定使 1町2反40歩
工三方官物使 6反
オ所司 30口（高坊3口・田所3

口・亀岡3口・岡2口・
幸徳丸3口・大野3口・
大野3口・小田3口・埴
坂七郎3口・曾和3口・
不明1口）＊＊

力庄官 13口（惣執行6口・田所
5口・｝可南執そ了1ロパ可

北執行1口）榊

キ公文代 1口
＋1町杜

1口
＋　　5反＊＊＊

ク（不明分） （1町1反100歩）＊＊＊＊

C七反支配（承仕供）分 18口 15口 1口2石0斗6升×33口＝67石9斗8升
D四郷（五殿）山籠不足分 1口⇔ 1石4斗7升
E残分 （40石3斗3升3合）

ア上御供田 （5口）＊＊桔

イ正別当御分 （2口）＊＊栓

ウ小別当分 （2口）＊＊＊＊

エその他

F総計 分米1270石3斗0升9合7勺

＊　この表5は、応永3年（月日未詳）「官省符庄分田支配用意注文」（H－510）・同「官省符庄分田支配注文下書」（H－511）の2通をベースとして作成

　した。また必要に応じて、応永3年（月日未詳）「官省符庄上方分田支配注文」（H－527）及び同年6月24日「官省符庄下方（広義）諸色口数等目録」

　（n－500）を援用した。

＊＊　前掲「官省符庄上方分田支配注文」援用部分。

＊＊＊　前掲「官省符庄下方（広義）諸色口数等目録」援用部分。

＊＊＊＊　ヒ方か下方（広義）か、配分地域名不明。
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山陰加春夫［室町初期における庄園の再編］

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
一
　
東
寺
役
田

　
　
　
　
　
　
　
　
已
上
二

十
丁
五
反
半
四
十
歩

　
　

と
あ
っ
て
、
官
省
符
庄
の
仏
聖
・
人
供
の
分
田
田
数
の
計
算
の
う
ち
に
、
「
宗

　
　

家
御
得
分
（
‖
東
寺
一
長
者
と
そ
の
側
近
・
配
下
で
あ
る
山
上
別
当
・
小
別
当

　
　

ら
の
取
り
分
）
」
と
「
東
寺
役
田
」
と
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
（
二
）
　
鎌
倉
時
代
末
期
の
「
金
剛
峯
寺
衆
徒
供
料
支
配
帳
」
（
H
ー
四
二
八
）
に
、

　
　
「
上
御
供
田
」
五
口
・
「
正
別
当
御
分
」
二
口
・
「
小
別
当
分
」
二
口
と
い
う
費

　
　

目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
恐
ら
く
は
前
掲
・
「
官
省
符
庄
仏
聖
・
人

　
　
供

田
数
注
文
」
中
に
み
え
る
「
宗
家
御
得
分
」
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
。

　
（
三
）
　
前
掲
・
「
官
省
符
庄
分
田
支
配
用
意
注
文
」
の
「
山
上
・
山
下
供
数
　
四

　
　
一
八
口
」
の
項
に
、

　
　
　
　

こ
の
他
に
、
上
御
供
田
五
口
・
正
別
当
御
分
二
口
・
小
別
当
分
二
口
あ
る

　
　
　
　
も
、
こ
れ
を
入
れ
ず
、

　
　
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
「
上
御
供
田
五
口
・
正
別
当
御
分
二
口
・
小
別
当
分
二

　
　

口
」
は
、
同
「
分
田
支
配
用
意
注
文
」
の
E
「
残
分
」
中
の
費
目
と
し
て
予
定

　
　
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
。

　
筆
者
は
、
か
つ
て
、

　
　
永
承
四
（
一
〇
四
九
）
年
十
二
月
に
成
立
し
た
官
省
符
荘
は
、
金
剛
峯
寺
領
と

　
　

は
い
っ
て
も
、
元
来
、
同
寺
座
主
1
1
東
寺
一
長
者
の
支
配
権
が
著
し
く
強
い
荘

　
　
園
で
あ
っ
た
（
中
略
）
。
た
と
え
ば
寛
元
～
弘
長
（
］
二
四
三
～
六
四
）
年
間
、

　
　
小

別
当
あ
る
い
は
御
目
代
（
と
も
に
東
寺
一
長
者
側
の
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら

　
　
れ

る
）
は
、
同
荘
内
の
田
地
等
の
相
論
に
関
す
る
裁
判
権
、
お
よ
び
同
荘
内
の

　
　
罪
科
人
跡
に
対
す
る
処
分
権
を
、
そ
れ
ぞ
れ
行
使
し
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
る

　
　
の

で

あ
る
。
け
れ
ど
も
少
な
く
と
も
文
永
五
年
ま
で
に
、
そ
れ
ら
の
権
限
は
金

　
　
剛
峯
寺
諸
衆
一
同
の
手
に
渡
っ
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
右
に
記
し
た
事
実
は
、
応
永
三
年
段
階
に
至
る
や
、
東

寺
一
長
者
側
の
官
省
符
庄
に
対
す
る
影
響
力
は
、
さ
ら
に
限
定
的
な
も
の
に
な
っ
て

い

た
こ
と
を
雄
弁
に
語
っ
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
応
永
三
年
当
時
、
東
寺
一
長
者

側
の

官
省
符
庄
に
お
け
る
実
力
は
、
同
庄
の
総
分
米
一
二
七
〇
石
三
斗
○
升
九
合
七

勺
の
内
、
（
最
大
限
に
見
積
も
っ
て
も
）
わ
ず
か
四
〇
石
三
斗
三
升
三
合
（
1
1
総
分

米
の
約
三
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
分
米
し
か
取
り
分
の
な
い
得
分
権
だ
け
の
領
主
に

　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑦
分
畠
支
配

　
次

に
、
応
永
三
年
九
月
五
日
「
官
省
符
庄
上
方
畠
支
配
目
録
」
（
H
ー
五
〇

八
）
・
同
年
九
月
　
日
「
官
省
符
庄
下
方
（
広
義
）
畠
支
配
注
文
下
書
」
（
n
ー
五

〇

九
）
に
よ
れ
ば
、
官
省
符
庄
内
の
畠
地
は
、
次
の
表
6
の
よ
う
に
再
配
分
す
る
よ

う
に
計
画
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
す
な
わ
ち
、
表
6
か
ら
、
官
省
符
庄
の
総
現
作
畠
数
一
八
二
町
一
反
二
二
九
歩
と

上
方
の
在
家
下
地
九
町
一
反
一
〇
歩
の
合
計
一
九
一
町
二
反
一
四
九
歩
〔
た
だ
し
、

こ
の
数
値
に
は
下
方
（
広
義
）
の
在
家
下
地
は
含
ま
れ
て
い
な
い
〕
は
、
諸
院
家
の

　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
　
（
3
9
）

坊
免
・
里
坊
、
庁
番
衆
家
、
免
家
お
の
お
の
の
敷
地
を
一
定
の
原
則
で
除
外
し
た
上

で

（表
6
の
A
ア
～
ウ
の
各
備
考
欄
参
照
）
、
C
「
所
々
仏
聖
灯
油
田
不
足
分
」
や
、

H
「
山
上
・
山
下
の
人
供
」
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
再
配
分
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
（
H
ア
「
入
寺
供
・
山
籠
供
」
に
宛
て
ら
れ

た
畠
地
以
外
の
）
現
作
畠
の
内
の
か
な
り
の
畠
数
が
、
「
所
々
仏
聖
灯
油
田
」
や

「公
文
代
田
」
等
に
対
す
る
分
田
の
不
足
を
補
う
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
（
表
6
の
B
、
C
ア
～
ケ
、
G
、
H
オ
・
カ
な
ど
の
項
を
参
照
）
。
こ
の
こ
と

は
、
当
時
の
金
剛
峯
寺
衆
徒
ら
ー
ヨ
リ
具
体
的
に
は
、
実
際
の
「
分
田
支
配
」
・

「分
畠
支
配
」
作
業
を
担
当
す
る
「
分
田
衆
」
・
「
分
畠
衆
」
と
呼
ば
れ
る
役
人
た
ち

　
　
の
脳
裏
に
、
田
地
を
為
本
と
す
る
考
え
方
が
濃
厚
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
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表6　官省符庄の分畠支配

費目 ①上方 ②下方（広義） 備考

A除分
ア諸院家坊免・里坊46宇 3町4反220歩 1宇平均＝約271歩

イ庁番衆家21宇 7反310歩 1宇平均＝約135歩

ウ免家102宇（ママ） 5町1反 1宇平均＝180歩

B惣執行免家下地不足分入立畠 7反240歩 惣執行の歎願に依って費目に加える。

C所々仏聖灯油田不足分 1町6反150歩 11町0反175歩
ア御影供米田不足入立畠 5町1反350歩
イ金堂常灯田不足分入立畠 1町0反30歩
ウ万灯会油田1町3反の分に入立畠 3町0反255歩
工准砥堂仏聖灯油田不足畠入立 3反60歩
オ慈尊院常灯不足分 7反50歩
力慈尊院壇供田1反10歩の分入立畠 4反20歩
キ仁王会壇供油田不足に入立畠 1町0反180歩
ク仁王会五大力田2反の内不足1反分
入立畠

2反230歩 分田不足分（1反）を畠で補う。

ケ天野神田1反150歩除入立畠 3反150歩

コ天野宮夜灯畠 3反80歩
D散在畠支配分（福勝寺・戸谷・飯垣
　宮・庁番衆・山下預方々支配分）

1町6反180歩

E方々両切入立分 1町1反290歩
F香畑3村下畠分 1町7反170歩
G紙免田5反分入立畠 1町1反
H人供
ア入寺供・山籠供 41町2反110歩

（入寺供94口分）

5町2反200歩
（山籠供24口分）

92町6反284歩
（入寺供170口分＋

山籠供48口分＋不

明5口分＝223口
分。また上記の数

値のうちの4反
120歩は上方の畠＝Hイ①で補う）

入寺供1口平均＝約4反139歩
山籠供1口平均＝約2反68歩

イ下方（広義）の入寺供・山籠供補完
分

4反120歩

ウ夏衆給分畠 19町2反 兄井島にあり

工慈尊院承仕1口分 1町6反70歩
オ上方公文代1口＋1町の内5段分 9反140歩 分田不足分（5反）を畠で補う。

力下方（広義）公文代田不足5反分に
　入立畠

9反170歩

1残分 　　　4反60歩
（Hイ①を除いた
数値）

J不明分 140歩

K総計 62町5反130歩
（在家下地9町1
段10歩を加える）

129町1反139歩
（在家下地を除
く）榔

＊　この表6は、応永3年9月5日「官省符庄上方畠支配目録」（n－508）・同年9月　日「官省符庄下方（広義）分畠支配注文下書」（n－

509）の2通に依拠して作成した。

＊＊　前掲・「官省符庄下方（広義）分畠支配注文下書」には、下方（広義）の総現作畠数は129町1反139歩である旨が記されている。けれど

　も、この数値には、上方の畠4反120歩が含まれている（表6・Hア②欄参照）。したがって、下方（広義）の実際の総現作畠は128町7反19

歩であると考えられる。

　　また、同じ「分畠支配注文下書」には、下方（広義）の総分麦数は191石3斗4升3合0勺1才である由が載せられている。しかし、この

　うちには上方の畠4反120歩に見合う分麦（計算上は約6斗2升6合4勺7才となる）が含まれている。したがって、下方（広義）の実際の

総分麦数は、およそ190石7斗1升6合5勺4才ほどであると推定される。

　なお、上方の畠4反120歩に見合う分麦を求める計算式は、分麦（入寺供・山籠供等223口分）133石9斗8升6合9勺1才x4反120歩÷

下地畠（入寺供・山籠供等223口分）92町6反284歩、である（以上、いずれも前掲・「分畠支配注文下書」に出てくる数値）。
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よ
う
。

⑧
在
家
支
配

　

さ
ら
に
、
年
月
日
未
詳
「
官
省
符
庄
上
方
坊
免
・
里
坊
注
文
」
（
H
ー
五
二
九
）
、

同
「
官
省
符
庄
下
方
（
広
義
）
在
家
帳
」
（
H
ー
五
二
〇
）
、
応
永
三
年
九
月
五
日

「官
省
符
庄
上
方
畠
支
配
目
録
」
（
H
ー
五
〇
八
）
、
そ
し
て
同
年
八
月
　
日
「
官
省

符
庄

在
家
支
配
帳
」
（
H
ー
五
〇
四
）
に
よ
れ
ば
、
官
省
符
庄
内
の
在
家
は
、
次
の

表
7
の
よ
う
に
再
配
分
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
表
7
か
ら
、
官
省
符
庄
の
総
在
家
数
四
五
七
宇
は
、
諸
院
家
の
坊

免
・
里
坊
一
〇
〇
宇
と
庁
番
衆
家
三
五
宇
と
を
除
外
し
た
上
で
、
C
a
「
山
上
分
の

免
家
」
に
二
四
一
宇
、
C
b
「
山
下
分
の
免
家
」
に
六
九
宇
、
等
々
に
、
そ
れ
ぞ
れ

再
配
分
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
、
延
元
二
年
九
月
三
日
「
官
省
符
庄
在
家
支
配
帳
」
（
H
ー
四
四

四
。
以
下
、
【
史
料
D
】
と
呼
ぶ
）
と
、
前
掲
・
応
永
三
年
八
月
　
日
「
官
省
符
庄

在
家
支
配
帳
」
（
以
下
、
【
史
料
E
】
と
称
す
）
と
を
比
較
・
対
照
し
て
み
る
と
、

【史
料
E
】
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
色
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
（
一
）
　
【
史
料
E
】
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
免
家
の
費
目
数
（
表
7
・
C
の
費
目
欄

　
　
参
照
）
と
費
目
別
免
家
配
分
数
は
、
【
史
料
D
】
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
そ
れ
ら

　
　
を
、
極
力
、
踏
襲
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
【
史
料
E
】
で
は
、

　

　
「
山
上
・
上
分
」
（
1
1
表
7
・
C
a
ア
～
C
a
ク
に
該
当
す
る
部
分
を
指
す
）
の

　
　
免
家
領
知
者
の
合
計
を
、
「
都
合
山
上
　
上
分
　
二
百
三
十
八
人
」
と
記
し
て

　
　
い
る
が
、
こ
れ
は
【
史
料
D
】
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
数
値
（
‖
文
言
）
を
そ
の

　
　
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
し
か
し
な
が
ら
、
【
史
料
E
】
に
お
い
て
実
際
に
配
分
さ
れ
て
い
る
費
目

　
　
数

と
費
目
別
免
家
数
は
、
【
史
料
D
】
に
お
い
て
実
際
に
配
分
さ
れ
て
い
る
そ

　
　
れ
ら
と
は
、
所
々
で
一
致
し
な
い
こ
と
。
た
と
え
ば
、
【
史
料
D
】
で
は
、
「
山

　
　

上
・
上
分
」
の
免
家
領
知
者
（
免
家
数
）
の
合
計
は
、
文
字
通
り
二
三
八
人

　
　
（
二
三
八
宇
）
で
あ
る
が
、
【
史
料
E
】
に
お
け
る
実
際
の
「
山
上
・
上
分
」
の

　
　
免
家
領
知
者
（
免
家
数
）
の
合
計
は
二
二
二
人
（
二
二
二
宇
）
に
し
か
す
ぎ
な

　
　
い

（
な
お
、
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
表
7
・
C
の
典
拠
・
備
考
欄
を
参

　
　
照
さ
れ
た
い
）
。

　
（
三
）
　
【
史
料
E
】
に
お
け
る
実
際
の
費
目
別
免
家
配
分
数
の
総
計
は
三
一
〇
宇

　
　
で

あ
っ
て
、
【
史
料
D
】
に
お
け
る
実
際
の
そ
れ
（
‖
総
計
三
二
三
宇
）
よ
り

　
　

も
二
二
宇
（
1
1
表
7
・
C
b
セ
＋
同
・
C
c
）
少
な
い
こ
と
。
ち
な
み
に
、

　
　
【
史
料
E
】
の
免
家
配
分
数
三
一
〇
宇
は
、
【
史
料
D
】
の
免
家
配
分
数
三
二
一
二

　
　
宇
の
約
九
六
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

　
（
四
）
　
【
史
料
E
】
に
お
い
て
、
実
際
の
費
目
別
免
家
配
分
数
が
【
史
料
D
】
に

　
　
比

し
て
、
全
体
と
し
て
減
少
し
て
い
る
の
は
、
表
7
・
C
a
イ
～
C
a
エ
の
箇

　
　

所
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
C
a
イ
～
C
a
エ
は
、
全
体
と
し
て
は
一
六
宇
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
き
ぶ
ん

　
　
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
と
く
に
C
a
ウ
中
の
「
有
職
分
入
寺
」
の
減

　
　
少

が
一
三
宇
減
と
際
だ
っ
て
い
る
。

　
（
五
）
　
逆
に
【
史
料
E
】
に
お
い
て
、
実
際
の
費
目
別
免
家
配
分
数
が
【
史
料

　
　

D
】
に
比
し
て
、
全
体
と
し
て
増
加
し
て
い
る
の
は
、
表
7
・
C
b
の
箇
所
で

　
　
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
C
b
は
、
全
体
と
し
て
は
三
宇
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ

　

　
の
う
ち
、
と
く
に
C
b
ウ
～
C
b
オ
の
費
目
の
新
設
が
目
を
引
く
と
こ
ろ
で
あ

　
　
る
。

　
総

じ
て
、
【
史
料
D
】
と
【
史
料
E
】
と
の
比
較
・
対
照
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
看
取
で
き
よ
う
。

　
（
ア
）
応
永
三
年
の
免
家
の
再
配
分
は
、
延
元
二
年
の
免
家
配
分
の
際
の
費
目
数

　
　
と
費
目
別
免
家
配
分
数
を
、
極
力
、
踏
襲
し
よ
う
と
し
、
そ
の
目
的
を
ほ
ぼ
果

　
　
た
し
た
こ
と
（
達
成
度
は
約
九
六
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
）
。

　
（
イ
）
　
未
達
成
分
約
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
し
わ
寄
せ
は
、
特
に
高
野
山
上
（
‖
金
剛

　
　
峯
寺
内
）
の
有
職
分
（
1
1
阿
闇
梨
位
以
上
の
地
位
）
の
僧
侶
た
ち
に
与
え
ら
れ
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②

有
職
分
の
僧
侶
た
ち
の
約
七
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
「
有
職
免
」
各

　

　
一
宇
に
さ
ら
に
プ
ラ
ス
し
て
、
「
入
寺
免
」
各
一
宇
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
、

が
知
ら
れ
る
が
、
【
史
料
E
】
で
は
、
①
の
点
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
②
に

つ

い
て

は
、
有
職
分
の
僧
侶
た
ち
の
約
六
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
「
入
寺

及
び
、

る
入
寺
免
を
減
ら
す
こ
と
で
相
殺
さ
れ
た
こ
と
。
【
史
料
D
】
に
よ
れ
ば
、

①

有
職
分
の
僧
侶
た
ち
は
、
そ
の
全
員
が
「
有
職
免
」
と
呼
ば
れ
る
免
家

　
　
を
一
人
一
宇
ず
つ
配
分
さ
れ
た
こ
と
、

　
　
免
」
各
一
宇
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
（
ウ
）
　
（
イ
）
の
よ
う
な
状
況
が
一
方
に
あ
り
な
が
ら
も
、
応
永
三
年
の
「
山
下

　
　
分
」
に
対
す
る
免
家
配
分
数
は
、
延
元
二
年
の
そ
れ
に
比
し
て
、
全
体
と
し
て

　
　

は
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
こ
と
。
と
く
に
河
南
・
河
北
・
下
方
の
三
方
執
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

　
　
対
す
る
免
家
配
分
を
新
設
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
つ

ま
り
、
応
永
三
年
の
免
家
の
再
配
分
は
所
期
の
目
的
を
約
九
六
・
○
パ
ー
セ
ン

ト
果
た
し
た
こ
と
、
そ
の
未
達
成
分
は
金
剛
峯
寺
の
上
位
の
僧
侶
た
ち
に
対
す
る
配

分
を
一
部
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
解
消
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国立歴史民俗博物館研究報告

　第104集2003年3月

表7　応永3年（1396）の官省符庄の在家支配

費目 在家数 典拠・備考

A諸院家坊免・里坊 100宇 H　529、520
上方＝46宇、下方（広義）＝54宇

B庁番衆家 35宇 H－508、520
上方＝21宇、下方（広義）＝14宇

C免家 322宇 n－504
「延元支配」＊＝323宇

a山上分 241宇 「延元支配」＝257宇

ア検校執行 15宇

イ有職免89人 89宇 「延元支配」＝90人各1宇

ウ入寺免111人（有職分入寺55人＋
入寺分入寺56人）

111宇 「延元支配」＝123人（有職分入寺

68人＋入寺分入寺55人）各1宇

工三昧6口の内、3口 3宇 「延元支配」ニ6人各1宇

オ年預免 1宇

力行事免 1宇

キ大蔵預免 1宇

ク修理行事免 1宇

ケ奥院預免、その他 19宇

b山下分 69宇 「延元支配」＝66宇

ア神通寺供僧3人 3宇

イ慈尊院三昧6人 6宇

ウ河南執行 2宇 「延元支配」＝0宇

工河北執行 2宇 「延元支配」＝0宇

オ下方執行 1宇 「延元支配」＝0宇

力惣執行免家 17宇

キ田所分 10宇 「延元支配」＝7宇

ク所司8人 8宇 「延元支配」＝8人計10宇

ケ上方公文代 1宇

コ下方公文代 1宇

サ御供所 3宇

シ五人沙汰人の内、河南執行目代1
　人・下方執行目代1人・惣堂達2
　人

4宇 「延元支配」＝河南執行目代1人
1宇・河北執行目代1人1宇・下
方執行目代1人1宇・惣堂達2人
2宇、計5宇

ス山下修理行事、その他 9宇

セ山下壁墜（慈尊院） 0宇 「延元支配」＝1宇

ソ三人官物使の内、河南一人・河北

　1人

2宇 「延元支配」＝河南・河北・下方

計3人計3宇
c不明分粘 12宇

D総計 457宇

＊「延元支配」とは、延元2年9月3日「官省符庄在家支配帳」（H－444）において配分され

た在家数の略称である。ただし、応永3年の在家支配と異同がある場合のみ、注記した。

＊＊このCc「不明分」＝12宇との数値は、前掲・応永3年8月　日「官省符庄在家支配帳」

は未完成の帳簿である、とみた場合の数値である。けれども、この12宇は、結局のところ、

免家としては配分できなかった可能性の方が大きいと考えられる（つまり、上記の「在家支

配帳」が完成した帳簿である、とみた方が自然であると思量される）。その最大の根拠は、

「有職分入寺（＝阿闇梨位以上の僧侶に与えられる入寺免）」が実際には「延元支配」に比し

て13宇少なく配されていることである（表7・Caウ欄参照。なお、この点については後

述）。しかしながら今は、表7の帳尻を合わせるために、・・応「不明分」として掲載してお

　くことにする。
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「
山
下
分
」
に
対
す
る
配
分
は
極
力
、
手
厚
く
し
た
こ
と
、
な
ど
の
こ
と
が
窺
え
る

の

で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
金
剛
峯
寺
が
、
寺
内
の
上
位
の
僧
侶
た
ち
の
実

入

り
の
確
保
よ
り
は
、
（
在
地
庄
官
の
給
分
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て

の
）
在
地
の
し
っ
か
り
と
し
た
把
握
（
1
1
統
治
）
の
方
を
、
ヨ
リ
重
視
し
た
こ
と
を

語
っ
て
い
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
応
永
三
年
当
時
の
金
剛
峯
寺
の
教
団
組
織
に
お
け
る
有
職
分
（
1
1
検

校
・
権
少
僧
都
・
権
律
師
・
法
橋
上
人
位
・
阿
闇
梨
位
）
の
僧
侶
た
ち
の
定
数
は
八

九
名
、
入
寺
位
の
僧
侶
た
ち
の
定
数
は
七
五
名
、
そ
し
て
三
昧
位
の
僧
侶
た
ち
の
人

数

は
二
名
程
度
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
応
永
三
一
年
正
月
一
九
日
「
金
剛
峯
寺

衆
徒
一
味
起
請
契
状
」
『
高
』
之
二
、
続
宝
二
五
ー
三
一
四
な
ど
）
。
こ
れ
ら
の
定

数
・
人
数
と
、
【
史
料
E
】
に
お
い
て
免
家
の
配
分
を
受
け
た
有
職
分
・
入
寺
位
・

三

昧
位
の
僧
侶
た
ち
の
各
人
数
と
を
比
較
す
る
と
、
【
史
料
E
】
に
お
い
て
、
現
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

の

有
職
分
の
僧
侶
た
ち
の
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
八
七
名
）
、
入
寺
位
の
僧
侶
た
ち
の

七

四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
五
六
名
）
、
そ
し
て
三
昧
位
の
僧
侶
た
ち
の
一
〇
〇
パ
ー

セ

ン
ト
以
上
（
三
名
）
が
、
免
家
の
配
分
を
受
け
た
こ
と
、
が
判
明
す
る
。
こ
の
こ

と
は
、
室
町
時
代
初
期
に
官
省
符
庄
が
、
ま
さ
し
く
金
剛
峯
寺
の
屋
台
骨
を
支
え
る

屈
指
の
大
庄
園
と
し
て
「
再
建
」
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

　

な
お
、
室
町
時
代
初
期
の
官
省
符
庄
の
「
再
建
」
度
が
、
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
、

と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
前
掲
・
応
永
三
年
（
月
日
未
詳
）
「
官

省
符
庄
分
田
支
配
用
意
注
文
」
の
「
山
上
・
山
下
供
数
　
四
一
八
口
」
の
項
に
は
、

　
　
延
元
支
配

は
一
口
別
三
石
六
斗
な
り
。
今
は
年
貢
の
不
足
に
依
っ
て
、
石
別
三

　
　
斗
宛
て

准
減
す
。
伍
て
一
口
別
二
石
五
斗
二
升
宛
て
に
、

云

々
と
あ
っ
て
、
応
永
三
年
の
「
結
い
直
し
」
に
お
い
て
は
、
延
元
二
年
の
「
結
い

直
し
」
時
よ
り
も
、
把
握
で
き
た
年
貢
総
額
が
滅
少
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な

み

に
、
右
の
史
料
に
み
え
る
応
永
三
年
の
山
上
・
山
下
の
人
供
の
（
延
元
二
年
時
の

同
様
の
人
供
に
比
し
て
の
）
「
准
減
」
率
は
、
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
し
た

が
っ

て
、
応
永
三
年
時
の
在
地
把
握
は
、
延
元
二
年
時
の
そ
れ
に
較
べ
て
、
明
ら
か

に
後
退
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
を
論
じ
る
時
に
、

鎌
倉
時
代
の
体
制
が
寺
領
最
高
の
支
配
段
階
で
あ
っ
た
、
と
い
う
前
提
に
立
つ
の
は
、

こ
と
金
剛
峯
寺
の
衆
徒
ら
と
官
省
符
庄
と
に
関
す
る
限
り
、
誤
り
で
あ
る
。
何
故
な

ら
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
寺
衆
徒
ら
が
当
庄
の
実
質
的
な
支
配
権
を
掌
握
し
た

の

は
、
実
に
鎌
倉
時
代
末
期
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
応
永
三
年
の

「結
い
直
し
」
に
お
い
て
、
金
剛
峯
寺
の
衆
徒
ら
は
、
（
延
元
二
年
時
ほ
ど
に
は
年
貢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

を
把
握
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
）
南
北
朝
内
乱
と
い
う
未
曾
有
の
危
機
を
よ
く
乗
り

切
っ
た
う
え
で
、
少
な
く
と
も
延
元
二
年
時
の
七
割
方
の
年
貢
を
確
保
し
た
、
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑨
応
永
三
年
の
高
野
枡

　
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
）
九
月
、
町
内
の
通
称
東
柏
木
地
区
（
1
1
旧
・
官
省
符

庄
下
方
東
柏
木
村
）
に
あ
る
宝
蔵
寺
の
般
若
蔵
か
ら
、
室
町
時
代
初
期
の
作
製
に
な

る
「
一
升
」
枡
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
し
て
］
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）
六
月
に
、
同

枡
は
、
そ
の
史
料
的
価
値
の
高
さ
の
ゆ
え
に
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
発
見
は
、
そ
の
年
の
四
月
か
ら
着
手
さ
れ
て
い
た
『
か
つ
ら
ぎ
町
史
』
の
編

集
作
業
の
過
程
で
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
『
町
史
』
編
集
の
大
き
な

意
義
を
私
た
ち
に
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
発
見
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
以
下
、
こ
の
枡
の
形
状
等
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
簡

単
な
説
明
を
加
え
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
（
一
）
　
形
状
と
構
造
。

　
箱
形
で
、
各
辺
に
は
鉄
板
が
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
る
。
用
材
は
檜
と
考
え
ら
れ
る
。

　
中
世
、
口
辺
に
鉄
板
を
打
ち
付
け
た
枡
の
こ
と
を
、
そ
の
構
造
上
の
名
称
と
し
て

「金

伏
枡
」
と
呼
ん
で
い
た
。
鉄
板
を
打
ち
付
け
る
目
的
は
、
主
と
し
て
、
「
斗
概

（
1
1
枡
に
盛
っ
た
穀
類
を
平
ら
に
な
ら
す
の
に
使
う
棒
）
」
の
使
用
に
よ
る
口
辺
の
磨

滅
、
及
び
口
辺
の
磨
滅
に
よ
っ
て
必
然
的
に
生
ず
る
枡
目
の
減
少
を
防
ぐ
こ
と
に
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あ
っ
た
。

　
（
二
）
　
寸
法
・
容
積
。

　
う
ち
の
り

　
内
法
は
方
四
寸
八
分
（
約
一
四
・
五
セ
ン
チ
）
・
深
さ
二
寸
（
約
六
・
一
セ
ン

チ
）
で
、
現
在
の
枡
に
換
算
し
た
容
積
は
、
お
よ
そ
七
合
一
勺
強
で
あ
る
。

　
現
在
、
コ
升
」
枡
と
い
え
ば
、
文
字
ど
お
り
一
升
（
現
行
）
の
容
積
を
持
つ
枡

の

こ
と
を
指
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
＝
升
」
枡
が
ほ
ぼ
普
遍

的
に
そ
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
た
の
は
、
江
戸
幕
府
が
枡
の
全
国
的
な
統
一
を
行
っ

た
寛
文
年
間
（
一
六
六
］
～
七
三
）
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
中
世
の
庄
園
・
公
領
制
下
に
あ
っ
て
は
、
枡
に
は
、
使
用
目
的
に
応
じ
て
、
基
本

的
に
　
①

庄
園
単
位
の
年
貢
米
（
麦
）
の
収
納
に
用
い
る
「
庄
升
」
、

　
②

諸
庄
園
か
ら
納
め
ら
れ
る
年
貢
米
（
麦
）
を
庄
園
領
主
の
も
と
で
一
括
し
て

　
　
計
量
し
直
す
た
め
の
「
領
主
算
用
升
」
、

　
③

領
主
米
（
麦
）
の
支
払
い
・
配
分
に
用
い
る
「
下
行
升
」
、

の

三

種
類
が
あ
り
、
こ
れ
ら
三
種
類
の
枡
は
、
名
目
上
は
同
じ
＝
升
」
枡
で
は

あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枡
の
容
積
は
、
そ
の
用
途
に
応
じ
て
、
む
し
ろ
異
な
っ
て

い

る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
庄
升
」
の
場
合
は
現
枡
換
算
容
積
で
八
合

前
後
が
多
く
、
「
領
主
算
用
升
」
、
「
下
行
升
」
は
、
そ
れ
よ
り
順
に
小
さ
い
の
が
当

た
り
前
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
宝
蔵
寺
か
ら
発
見
さ
れ
た
枡
の
現
枡
換
算
容
積
が
約

七

合
一
勺
強
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
枡
が
「
庄
升
（
‖
年
貢
収
納
枡
）
」

で
あ
っ
た
可
能
性
の
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
（
三
）
　
外
側
四
面
の
陰
刻
銘
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
n
－
五
〇
七
）
。

　
　
応
永
三

〈丙
子
〉
八
月
　
日

　
　
年
預
（
花
押
）

　
　
行
事
（
花
押
）

　
　

預

（花
押
）
大
吉

　
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
八
月
と
は
、
す
で
に
前
掲
・
五
「
『
検
注
目
録
』
の
作

成
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
官
省
符
庄
の
「
検
注
目
録
」
の
作
成
作
業
が
完
了
し

た
時
で
あ
る
。
右
の
陰
刻
銘
は
、
当
枡
が
、
こ
の
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
ね
ん
に
ょ

　
ま
た
、
年
預
・
行
事
・
預
（
1
1
前
掲
・
「
諸
堂
の
預
」
と
は
別
の
役
職
で
、
衆
徒

の

中
か
ら
選
任
さ
れ
る
）
と
は
、
金
剛
峯
寺
の
諸
衆
集
会
評
定
の
幹
事
と
し
て
、
同

寺
の
自
治
上
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
三
沙
汰
人
の
役
職
名
で
あ
る
。
応
永
三
年

八
月
　
日
の
「
官
省
符
庄
上
方
分
田
・
分
畠
帳
等
目
録
」
（
H
ー
五
〇
六
）
に
よ
っ

て
、
年
預
1
1
阿
闇
梨
静
円
、
行
事
1
1
入
寺
覚
遍
、
預
‖
大
法
師
良
喜
と
の
僧
名
が
判

明
し
、
こ
の
う
ち
大
法
師
良
喜
の
花
押
は
、
同
文
書
の
そ
れ
と
、
当
枡
に
刻
ま
れ
た

そ
れ
と
が
一
致
す
る
。

　
中
世
、
枡
に
花
押
が
陰
刻
、
も
し
く
は
墨
書
さ
れ
た
枡
の
こ
と
を
、
「
判
枡
」
と

呼
ん
で
い
た
。
中
世
に
お
け
る
「
判
枡
」
は
、
南
北
朝
時
代
に
至
っ
て
、
は
じ
め
て

史
料
上
に
登
場
し
て
く
る
。
そ
し
て
こ
の
「
判
枡
」
の
出
現
は
、
中
世
の
庄
園
・
公

領
制
下
の
本
来
的
な
量
制
が
、
南
北
朝
内
乱
期
を
一
つ
の
画
期
と
し
て
、
次
第
に
混

乱
し
て
い
っ
た
こ
と
に
対
す
る
、
庄
園
領
主
側
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
現
れ
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
庄
園
領
主
側
は
、
「
判
枡
」
に
よ
っ
て
、
失
墜
し
つ
つ
あ
る
年
貢

収
納
枡
の
公
定
枡
と
し
て
の
権
威
を
維
持
し
、
か
つ
、
量
制
を
統
一
し
よ
う
と
し
た

の

で
あ
る
。

　
当
枡
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
応
永
元
～
同
三
年
の
官
省
符
庄
の
「
大
検
注
の
や

り
直
し
と
そ
れ
に
伴
う
支
配
体
制
の
再
構
築
」
に
際
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
当
枡
の
外
側
四
面
に
は
、
そ
の
作
製
さ
れ
た
年
月
日
と
と
も
に
、
金
剛
峯
寺

の
権
威
を
象
徴
す
る
三
沙
汰
人
の
花
押
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
当
枡
も
、

右
に
み
た
よ
う
な
歴
史
的
位
置
を
も
つ
「
判
枡
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

・
つ
。

　

以

上
、
宝
蔵
寺
か
ら
発
見
さ
れ
た
＝
升
」
枡
の
形
状
等
に
つ
い
て
、
簡
単
な
紹

介
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

　
（
ア
）
　
当
枡
は
、
構
造
上
か
ら
は
「
金
伏
枡
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
枡
で
あ
り
、
機
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能
上
か
ら
は
「
庄
升
（
1
1
年
貢
収
納
枡
）
」
の
可
能
性
が
大
き
く
、
そ
し
て
そ

　
　

の
陰
刻
銘
か
ら
は
「
判
枡
」
と
称
さ
れ
る
べ
き
枡
で
あ
る
こ
と
、

　
（
イ
）
　
ま
た
当
枡
は
、
金
剛
峯
寺
が
官
省
符
庄
を
「
再
建
」
し
よ
う
と
し
た
際
に

　
　
作
ら
れ
た
、
官
省
符
庄
内
の
量
制
の
統
一
を
め
ざ
す
枡
で
あ
っ
た
こ
と
、

な
ど
の
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
当
枡
の
発
見
は
、

私
た
ち
に
、

　
　
金
剛
峯
寺
が
官
省
符
庄
の
「
大
検
注
の
や
り
直
し
と
そ
れ
に
伴
う
支
配
体
制
の

　
　
再
構
築
」
に
際
し
て
、
同
庄
内
の
量
制
の
統
一
を
も
図
っ
て
い
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

と
い
う
新
し
い
事
実
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
前
掲
・
応
永
三
年
六
月
「
官
省
符
庄
百
姓
等
申
状
案
」
の
第
三
九
条

に
は
、

　
　
一
　
御
舛
の
事
、
昔
の
如
く
山
上
・
山
下
に
御
判
を
以
て
、
お
定
め
あ
る
べ
く

　
　
　
候
事
、

と
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
判
枡
」
の
制
定
は
、
同
庄
百
姓
等
の
要
請
を
受
け
て
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

わ

れ

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
昔
の
如
く
」
と
い
わ
れ
る

「昔
」
、
す
な
わ
ち
、
金
剛
峯
寺
が
最
初
に
当
庄
内
の
「
判
枡
」
を
制
定
し
た
時
期
は

不
明
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
そ
れ
は
延
元
二
年
（
＝
三
二
七
）
の
大
検
注
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

の

こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
枡
が
東
柏
木
地
区
の
宝
蔵
寺
般
若
蔵
に
伝
来
し
た
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
現
存
す
る
史
料
上
か
ら
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
答
え
を
何
ら
窺
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
け
れ
ど
も
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
、
あ
る
い
は
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
当
枡
は
、
室
町
時
代
初
期
に
は
、
官
省

符
庄
下
方
東
柏
木
村
の
「
名
主
（
‖
年
貢
収
納
責
任
者
）
」
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
が
、
近
世
、
当
地
域
が
紀
州
藩
領
柏
木
村
の
一
部
と
な
る
に
及
ん
で
、
当
枡

の
必

要
性
が
薄
ら
ぎ
、
そ
の
結
果
、
同
村
有
財
産
や
宝
蔵
寺
什
物
か
ら
は
玲
外
の
存

在
と
し
て
、
宝
蔵
寺
の
般
若
蔵
に
細
々
と
生
き
残
る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
、
と
。

　
か

つ

ら
ぎ
町
史
編
集
委
員
・
田
村
和
士
氏
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
同
氏
が
子
供
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
ま
し

ろ
、
「
歩
き
（
1
1
村
に
置
か
れ
た
用
務
員
）
さ
ん
」
が
正
月
前
の
斎
米
（
1
1
僧
侶
に

対
す
る
布
施
米
）
集
め
の
際
に
、
こ
の
枡
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
同
じ

「歩
き
さ
ん
」
は
、
春
の
麦
集
め
の
際
に
は
、
こ
の
枡
と
同
時
に
発
見
さ
れ
た
「
も

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

う
一
つ
の
枡
（
一
升
枡
）
」
を
利
用
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
～
近
、

現
代
、
当
枡
と
「
も
う
一
つ
の
枡
」
と
は
、
柏
木
村
の
村
有
財
産
や
宝
蔵
寺
の
什
物

と
し
て
は
登
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
正
月
前
の
斎
米
集
め
や
春
の
麦
集
め

の

際
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
再
利
用
さ
れ
つ
づ
け
た
結
果
、
今
日
ま
で
廃
棄

を
免
れ
、
宝
蔵
寺
の
般
若
蔵
に
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。　

な
お
、
宝
蔵
寺
は
、
も
と
東
柏
木
村
の
「
村
堂
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
室
町
時
代
初
期
、
東
柏
木
村
の
「
名
主
」
は
、
こ
の
「
村
堂
」
を
当
枡
の
保
管

場
所
と
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
応
永
二
年
一
二
月
の
「
東
柏
木
村
田

帳
」
（
I
l
五
六
三
）
等
の
「
地
主
」
欄
に
、
「
ア
ミ
タ
堂
」
な
る
記
載
が
散
見
さ
れ

る
が
、
こ
の
「
ア
ミ
タ
堂
」
が
宝
蔵
寺
の
前
身
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

何
と
な
ら
ば
、
現
在
の
宝
蔵
寺
の
本
尊
が
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

お

わ
り
に

　
以

上
、
一
～
九
に
亘
っ
て
、
一
四
世
紀
末
～
一
五
世
紀
中
葉
に
お
け
る
高
野
山
金

剛
峯
寺
の
同
寺
領
紀
伊
国
官
省
符
庄
に
対
す
る
「
分
田
・
分
畠
・
在
家
支
配
」
シ
ス

テ
ム
の
構
築
過
程
、
及
び
そ
の
在
り
方
を
史
料
的
に
再
確
認
し
た
。
多
く
の
紙
数
を

費
や
し
、
か
つ
、
殊
更
に
先
学
の
卓
説
を
あ
げ
つ
ら
い
な
が
ら
も
、
特
に
次
の
三
点

の
解
明
が
ま
だ
ほ
と
ん
ど
出
来
て
い
な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
。

　
（
一
）
　
官
省
符
庄
に
対
す
る
「
大
検
注
の
や
り
直
し
と
そ
れ
に
伴
う
支
配
体
制
の

　
　
再
構
築
」
が
、
何
故
、
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
の
一
一
月
か
ら
実
施
可
能
に
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（
4
7
）

　
　
な
っ
た
か
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
政
治
情
勢
の
微
視
的
な
検
討
。

　
（
二
）
　
現
存
す
る
官
省
符
庄
関
係
史
料
に
よ
る
限
り
、
応
永
元
～
同
三
年
の
同
庄

　
　
大
検
注
・
「
結
い
直
し
」
に
お
い
て
、
金
剛
峯
寺
側
が
村
ご
と
の
「
名
寄
帳
」

　
　
を
主
体
的
に
作
成
し
た
形
跡
が
ま
っ
た
く
な
い
の
は
何
故
か
。

　
（
三
）
　
何
故
、
「
分
田
支
配
」
・
「
分
畠
支
配
」
と
い
う
よ
う
な
面
倒
な
方
式
が
採

　
　
ら
れ
た
の
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
ヨ
リ
説
得
的
、
か
つ
合
理
的
な
説
明
。

　

こ
の
内
の
（
二
）
に
つ
い
て
、
先
ご
ろ
、
筆
者
は
、
注
（
1
1
）
所
引
論
文
三
～
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

頁
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

　
　
　
応
永
元
～
同
三
年
の
官
省
符
庄
に
対
す
る
「
大
検
注
の
や
り
直
し
と
そ
れ
に

　
　
伴
う
支
配
体
制
の
再
構
築
」
の
実
際
の
作
業
は
、
元
中
元
（
二
二
八
四
）
年

　
　
「
金
剛
峯
寺
衆
徒
一
味
契
状
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
諸
原
則
に
、
お
お
よ
そ

　
　
則
っ
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
「
契
状
」
第
一
三
条
に
、

　
　
　

一　

交

（校
）
合
後
被
結
定
時
者
、
於
村
々
定
名
主
、
賜
給
分
、
以
無
毛
見

　
　
　
　
之
儀
、
°
可
有
定
田
収
納
事
、

　
　
　

（中
略
）

　
　

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
応
永
初
年
に
村
々
の
「
名
主
」
を
は

　
　

じ
め
と
す
る
人
び
と
が
、
円
滑
な
年
貢
・
公
事
収
納
事
務
遂
行
の
た
め
に
、
金

　
　
剛
峯
寺
奉
行
衆
（
検
注
使
）
た
ち
の
協
力
を
も
得
て
、
村
ご
と
の
「
名
寄
帳
」

　
　

を
作
成
し
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
直
接
に
証
明
す
る
史
料
は

　
　
存
在
し
な
い
。

　
　
　

い
っ

た
い
、
従
来
の
金
剛
峯
寺
領
膝
下
諸
荘
園
研
究
に
お
い
て
は
、
室
町
時

　
　
代

初
、
中
期
の
「
分
田
・
分
畠
支
配
（
寺
僧
ら
に
対
す
る
知
行
地
〈
供
料
地

　
　
　
　

引
用
者
〉
の
再
配
分
）
」
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
相
当
程
度
に
鋭
い
メ
ス

　
　

が
入
れ

ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
「
分
田
・
分
畠
支
配
」
シ
ス
テ
ム
と
対
を

　
　

成
す
は
ず
の
、
同
時
期
の
「
公
事
・
年
貢
収
納
」
シ
ス
テ
ム
の
具
体
相
に
つ
い

　
　
て

は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
靹
淵
八
幡
神
社
文

　
　
書
中
に
伝
存
す
る
当
該
「
歩
付
帳
」
は
、
こ
の
重
要
な
課
題
を
究
明
す
る
た
め

　
　

の
、
恐
ら
く
は
最
大
の
手
が
か
り
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

　
　

い

で
あ
ろ
う
か
。

今
後
、
右
の
（
一
）
・
（
三
）
の
課
題
と
も
ど
も
、
ヨ
リ
広
く
、
ヨ
リ
深
く
検
討
し

て

い
き
た
い
と
思
う
。

註（
1
）
　
a
「
中
世
末
期
の
高
野
山
領
靹
淵
庄
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
八
、
一
九
五
六
年
）
。

　
　

b
「
室
町
時
代
の
高
野
山
領
庄
園
に
つ
い
て
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
四
、
一
九
五
九
年
。

　
　
の
ち
日
本
歴
史
学
会
編
『
日
本
古
文
書
学
論
集
』
第
九
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
、

　
　
に
再
録
）
。

　
　
　
c
「
紀
州
相
賀
荘
に
つ
い
て
」
（
藤
島
達
郎
・
宮
崎
円
遵
編
「
日
本
浄
土
教
史
の
研
究
』
平

　
楽
寺
書
店
、
一
九
六
九
年
）
。

　
　
d
「
室
町
時
代
の
高
野
山
領
荒
川
庄
に
つ
い
て
」
（
「
赤
松
俊
秀
教
授
退
官
記
念
国
史
論

　
集
』
同
事
業
会
、
一
九
七
二
年
）
。

（
2
）
　
「
高
野
山
領
紀
伊
国
官
省
符
荘
」
（
神
戸
大
学
文
学
会
『
研
究
』
三
五
、
一
九
六
五
年
）
。

（
3
）
　
a
「
庄
園
制
下
に
お
け
る
村
落
の
形
成
　
　
高
野
山
領
紀
伊
国
荒
川
庄
に
つ
い
て
　
　
」

　
　
〔
『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
養
学
部
）
』
四
、
一
九
六
八
年
〕
。

　
　

b
「
中
世
後
期
の
郷
村
制
に
つ
い
て
　
　
高
野
山
領
荒
川
庄
を
中
心
に
　
　
」
〔
『
埼
玉
大

　

学
紀
要
（
教
養
学
部
）
』
七
、
一
九
七
二
年
〕
。

　
　
　
c
「
中
世
後
期
に
お
け
る
年
貢
減
免
闘
争
の
展
開
　
　
高
野
山
領
荒
川
庄
を
中
心
に

　
　
　
」
（
豊
田
武
教
授
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
・
中
世
史
の
地
方
的
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、

　
　
一
九
七
三
年
）
。

　
　

d
「
高
野
山
権
力
と
農
民
の
動
向
　
　
中
世
後
期
の
荒
川
庄
　
　
」
（
豊
田
武
編
『
高
野
山

　
　
領
庄
園
の
支
配
と
構
造
』
巌
南
堂
書
店
、
一
九
七
七
年
）
。

（
4
）
　
a
「
中
世
後
期
の
高
野
山
領
荘
園
支
配
と
農
民
　
　
紀
伊
国
靹
淵
荘
の
ば
あ
い
ー
」

　
　
（
『
日
本
史
研
究
』
＝
二
、
一
九
七
〇
年
）
。

　
　
　
b
「
紀
伊
国
荒
川
荘
の
領
主
と
農
民
」
（
『
史
林
』
五
六
ー
二
、
一
九
七
三
年
）
。

（
5
）
　
「
中
世
高
野
山
領
荘
園
の
支
配
方
式
　
　
官
省
符
荘
を
中
心
と
し
て
　
　
」
（
豊
田
武
編

　
　
『
高
野
山
領
庄
園
の
支
配
と
構
造
』
巌
南
堂
書
店
、
一
九
七
七
年
）
。

（
6
）
　
「
室
町
期
名
手
荘
の
地
主
と
作
人
」
（
同
『
中
世
寺
社
と
荘
園
制
』
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
、

　
　
初
出
は
一
九
八
一
年
）
。

（
7
）
　
「
高
野
山
の
大
検
注
に
つ
い
て
　
　
紀
伊
国
荒
川
庄
を
中
心
と
し
て
　
　
」
〔
『
國
學
院
大
学

　
　
大
学
院
紀
要
（
文
学
ご
二
四
、
一
九
九
三
年
〕
。
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（
8
）
熱
田
公
・
注
（
1
）
所
引
b
論
文
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
四
）
二
七
頁
。

（
9
）
　
小
山
靖
憲
・
注
（
6
）
所
引
論
文
一
〇
五
～
一
〇
六
頁
。

（
1
0
）
　
以
下
、
「
分
田
・
分
畠
・
在
家
支
配
」
な
る
史
料
用
語
は
、
か
か
る
意
味
合
い
に
お
い
て
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
な

　
　

用
す
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち
の
「
供
料
地
」
な
る
用
語
は
筆
者
の
造
語
。
熟
れ
な
い
言
葉
で

　
　

あ
る
が
、
供
料
（
1
1
仏
聖
・
人
供
）
に
宛
て
ら
れ
る
年
貢
・
公
事
銭
を
生
み
出
す
源
泉
と
な

　
　

る
田
畠
、
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
る
。

（
1
1
）
た
と
え
ば
、
応
永
元
～
同
三
年
（
］
三
九
四
～
九
六
）
の
官
省
符
庄
に
対
す
る
「
大
検
注
の

　
　
や

り
直
し
と
そ
れ
に
伴
う
支
配
体
制
の
再
構
築
」
に
つ
い
て
は
、
今
井
林
太
郎
・
注
（
2
）

　
　
所
引
論
文
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
最
も
優
れ
た
研
究
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
（
後
述
す
る
よ
う

　
　

に
）
未
刊
関
係
史
料
が
数
多
く
翻
刻
さ
れ
た
今
、
官
省
符
庄
に
対
す
る
「
分
田
・
分
畠
・
在

　
　
家
支
配
」
シ
ス
テ
ム
の
構
築
過
程
、
及
び
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
（
当
該
未
刊
関
係
史
料

　
　
群

を
も
祖
上
に
載
せ
て
）
再
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

　
　
　
な
お
、
当
該
時
期
の
金
剛
峯
寺
の
〔
「
分
田
・
分
畠
・
在
家
支
配
」
シ
ス
テ
ム
と
対
を
成
す

　
　

は
ず
の
〕
「
年
貢
・
公
事
収
納
」
シ
ス
テ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
述
べ
る
用
意

　
　
が

な
い
。
そ
の
一
端
に
つ
い
て
の
筆
者
の
私
見
は
、
山
陰
加
春
夫
「
靹
淵
八
幡
神
社
の
中
世

　
　

文
書
1
『
歩
付
帳
』
の
歴
史
的
位
置
1
」
（
『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
七
、
二

　
　
〇

〇
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
2
）
和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
、
一
九
八
三
年
。
以
下
、
官
省
符
庄
関
係
史
料
の
引
用
は
原

　
　

則
と
し
て
同
書
に
拠
り
、
出
典
を
単
に
、
V
ー
三
七
、
の
如
く
表
記
す
る
。
V
は
同
書
の
章

　
　
番
号
、
三
七
は
、
当
該
章
ご
と
に
付
さ
れ
た
史
料
番
号
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
～
三
、
一
九
八
四
～
八
八
年
。
以
下
、
同
史
料

　
　
紹
介
か
ら
史
料
を
引
用
す
る
場
合
は
、
出
典
を
、
和
多
「
検
注
帳
」
二
〇
、
の
如
く
表
記
す

　
　
る
。
二
〇
は
、
同
史
料
紹
介
所
掲
の
各
帳
簿
に
付
さ
れ
た
史
料
番
号
で
あ
る
。

（
1
4
）
官
省
符
庄
河
北
方
（
後
述
）
諸
村
の
「
検
注
帳
」
類
の
多
く
が
、
ま
だ
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い

　
　
〔
注
（
1
3
）
所
引
・
『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
号
の
目
次
参
照
〕
。

（
1
5
）
　
以
上
、
詳
し
く
は
山
陰
加
春
夫
『
中
世
高
野
山
史
の
研
究
』
（
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
七

　
　
年
）
第
二
、
第
三
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
6
）
　
大
検
注
は
「
正
検
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
「
耕
地
一
筆
ご
と
の
認
定
と
こ
れ
に
か
か
わ
る
権
利

　
　
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
土
地
台
帳
の
作
成
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
」
大
が
か
り
な
土

　
　
地
調
査
の
こ
と
〔
富
沢
清
人
『
中
世
荘
園
と
検
注
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
七
頁
〕
。

　
　
普
通
は
、
「
領
主
」
（
預
所
）
の
代
替
わ
り
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
〔
山
本
隆
志
『
荘
園
制
の
展

　
　
開
と
地
域
社
会
』
（
刀
水
書
房
、
一
九
九
四
年
）
七
四
頁
〕
。

（
1
7
）
　
原
漢
文
。
ル
ビ
、
及
び
パ
ー
レ
ン
内
の
注
記
は
引
用
者
。
以
下
同
様
。

（
1
8
）
　
高
橋
　
修
「
史
料
紹
介
　
官
省
符
庄
百
姓
等
片
仮
名
書
申
状
案
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
二

　
　
五
、
一
九
九
八
年
）
五
四
頁
。

（
1
9
）
　
ち
な
み
に
、
＝
月
一
六
日
は
、
金
剛
峯
寺
伽
藍
内
の
山
王
院
（
‖
地
主
神
を
祀
る
「
御

　
　
社
」
の
拝
殿
）
に
お
い
て
、
「
山
王
院
御
祭
」
が
行
わ
れ
る
日
で
あ
る
〔
和
多
秀
乗
編
「
西
南

　
　
院
本
　
正
雁
四
年
金
剛
峯
寺
年
中
行
事
帳
」
（
『
高
野
山
大
学
論
叢
』
一
四
、
一
九
七
九
年
）

　
　
一
一
月
一
六
日
条
、
『
紀
伊
続
風
土
記
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
〇
年
復
刻
。
原
本
は
天
保
一

　
　
〇

年
〈
一
八
三
九
〉
完
成
）
第
五
輯
（
巻
之
四
八
）
九
八
頁
な
ど
〕
。

（
2
0
）
応
永
元
年
当
時
の
官
省
符
庄
は
、
全
部
で
二
九
か
村
の
村
々
か
ら
成
っ
て
い
た
（
後
掲
・
四

　
　
「
官
省
符
庄
大
検
注
の
日
程
」
の
項
参
照
）
。
け
れ
ど
も
、
近
世
の
史
料
な
が
ら
、
寛
政
七
年

　
　
（
一
七
九
五
）
＝
月
二
二
日
の
「
御
幣
順
番
・
盛
物
当
番
記
」
〔
「
中
橋
家
文
書
」
『
か
つ
ら

　
　
ぎ
町
史
』
近
世
史
料
編
（
か
つ
ら
ぎ
町
、
一
九
八
八
年
）
姐
ー
八
（
7
）
〕
に
よ
れ
ば
、
七
社

　
　

明
神
の
御
幣
の
順
番
や
盛
物
の
当
番
の
た
め
に
、
旧
官
省
符
庄
内
の
村
々
が
一
九
組
み
に
編

　
　
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
年
月
日
未
詳
（
江
戸
時
代
力
）
「
さ
な
ぶ
り
祭
井

　
　
び

に
相
賀
庄
注
文
」
〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
第
一
　
高
野
山

　
　
文
書
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
初
刊
は
一
九
〇
四
～
〇
七
年
）
之
七
、
又
続
宝
簡
集
九
一
、
↓

　
　
六

三

九

号
。
以
下
、
『
高
』
之
七
、
又
続
宝
九
一
ー
一
六
三
九
、
の
如
く
記
す
〕
に
は
、
「
官

　
　
省
符
廿
村
と
ハ
申
せ
と
も
、
実
ニ
ハ
廿
一
村
こ
れ
有
る
か
」
と
あ
り
、
か
つ
、
『
紀
伊
続
風
土

　
　
記
』
第
二
輯
の
「
官
省
符
荘
　
慈
尊
院
村
　
神
通
寺
七
社
明
神
」
の
項
（
一
六
三
頁
）
に
は
、

　
　
同
七
社
明
神
は
「
官
省
符
荘
二
十
一
村
の
産
土
神
な
り
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

　
　
史
料
を
勘
案
す
る
と
、
後
掲
「
二
十
村
百
姓
等
起
請
文
案
」
に
み
え
る
官
省
符
庄
二
〇
か
村

　
　
と
は
、
当
時
、
七
社
明
神
の
祭
礼
の
た
め
に
編
成
さ
れ
て
い
た
村
数
（
H
組
み
合
わ
せ
）
で

　
　
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
、
か
つ
ら
ぎ
町
史
編
集
委
員
・
前
田
一
郎
氏
の
ご
教
示
に
よ

　
　
る
。

（
2
1
）
な
お
、
こ
の
神
通
寺
に
お
け
る
百
姓
ら
の
誓
約
は
、
前
掲
・
元
中
元
年
一
二
月
七
日
「
金
剛

　
　
峯
寺
衆
徒
一
味
契
状
」
の
第
一
一
条
の
条
文
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
2
）
ち
な
み
に
、
当
該
・
奉
行
衆
ら
は
、
「
器
用
（
”
才
能
）
」
と
「
故
実
（
‖
規
定
・
慣
例
に
通

　
　
じ
て
い
る
こ
と
）
」
と
を
勘
案
し
て
「
清
撰
（
‖
精
選
）
」
さ
れ
た
人
び
と
で
あ
っ
た
と
思
量

　
　
さ
れ
る
（
前
掲
・
元
中
元
年
「
金
剛
峯
寺
衆
徒
一
味
契
状
」
第
九
条
）
。

（
2
3
）
以
前
に
作
成
さ
れ
た
村
ご
と
の
基
礎
台
帳
。
あ
る
い
は
延
元
二
年
に
作
成
さ
れ
た
「
検
注
取

　
　
帳
」
を
指
す
か
。

（
2
4
）
「
免
家
（
免
在
家
）
」
と
は
免
公
事
在
家
の
略
称
で
、
通
常
は
、
庄
官
や
在
地
寺
社
に
公
事
の

　

収
取
権
が
与
え
ら
れ
た
在
家
を
指
す
。
他
方
、
庄
園
領
主
に
公
事
の
収
取
権
が
与
え
ら
れ
た

　

在
家
は
、
普
通
、
「
定
在
家
」
と
呼
ば
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
金
剛
峯
寺
領
庄
園
の
場
合
に
は
、

　

庄

園
領
主
（
金
剛
峯
寺
）
全
体
に
対
す
る
公
事
負
担
が
免
除
さ
れ
る
か
わ
り
に
、
そ
の
金
剛

　

峯
寺
の
構
成
員
（
寺
僧
）
、
庄
官
、
在
地
寺
社
等
に
公
事
の
収
取
権
が
与
え
ら
れ
た
在
家
を
意

　

味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
金
剛
峯
寺
領
庄
園
の
場
合
、
「
免
家
」
な
る
語
は
、
通
常
の
「
免
在

　

家
」
の
語
義
に
、
「
定
在
家
」
の
語
義
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
事
実
上
、
在
家
一
般
を
指
し
示
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す
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
5
）
「
定
田
」
は
、
年
貢
・
公
事
徴
収
の
対
象
と
な
る
田
地
の
こ
と
。
そ
の
定
田
数
は
、
「
検
注
取

　
　
帳
」
（
1
1
基
礎
台
帳
）
の
後
に
作
成
さ
れ
る
「
検
注
目
録
」
（
‖
収
取
台
帳
）
に
よ
っ
て
確
定

　
　
さ
れ
る
〔
富
沢
清
人
・
注
（
1
6
）
所
引
著
書
五
四
頁
〕
。

（
2
6
）
「
（
河
北
方
）
大
野
村
田
・
畠
・
在
家
帳
」
（
和
多
「
検
注
帳
」
二
八
）
冒
頭
に
、
「
応
永
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

　
　
〈
庚
戌
〉
十
一
月
廿
一
日
、
斯
を
始
む
」
と
あ
り
、
ま
た
「
（
河
南
方
）
結
縁
寺
村
田
・
畠
・

　
　
在
家
帳
」
（
和
多
「
検
注
帳
」
二
一
）
表
紙
に
も
、
「
応
永
元
年
く
庚
戌
V
霜
月
廿
一
日
」
と

　
　
あ
る
。
下
方
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
二
一
日
は
、
弘

　
　
法
大
師
空
海
の
御
忌
日
で
あ
る
。

（
2
7
）
　
「
上
方
」
と
い
う
地
域
名
に
は
、
河
北
方
の
八
か
村
を
指
す
場
合
（
狭
義
の
呼
称
法
）
と
、

　
　
こ
の
八
か
村
に
河
南
方
の
畑
山
・
九
度
山
両
村
を
プ
ラ
ス
し
た
一
〇
か
村
を
呼
ぶ
場
合
（
広

　
　
義
の
呼
称
法
）
と
の
、
二
通
り
の
使
い
方
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
狭
義
の
呼
称
法
の
場
合
に

　
　
は
「
河
北
方
」
と
記
し
、
広
義
の
呼
称
法
の
場
合
に
は
単
に
「
上
方
」
と
載
せ
る
こ
と
に
す

　
　
る
。
ま
た
、
「
下
方
」
と
い
う
地
域
名
に
も
、
同
様
に
広
・
狭
両
義
の
二
通
り
の
使
い
方
が
見

　
　
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
か
つ
ら
ぎ
町
東
北
部
と
高
野
口
町
の
］
部
に
所
在
す
る
一

　
　
七
か
村
を
指
す
場
合
（
狭
義
の
呼
称
法
）
に
は
単
に
「
下
方
」
と
記
し
、
こ
の
一
七
か
村
に

　
　
河
南
方
の
結
縁
寺
・
丹
生
河
両
村
を
プ
ラ
ス
し
た
一
九
か
村
を
呼
ぶ
場
合
（
広
義
の
呼
称

　
　
法
）
に
は
「
下
方
（
広
義
）
」
と
載
せ
る
こ
と
に
す
る
。

（
2
8
）
注
（
1
3
）
所
引
・
「
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
～
第
三
号
の
目
次
、
並
び

　
　

に
後
掲
・
表
1
を
参
照
。

（
2
9
）
な
お
、
こ
の
う
ち
の
嵯
峨
谷
村
に
つ
い
て
は
、
年
末
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
こ
の
年

　
　
（
応
永
二
年
）
は
田
地
の
検
注
と
在
家
の
大
ま
か
な
調
査
の
み
が
行
わ
れ
、
畠
の
検
注
と
在
家

　

　
の
詳
細
な
調
査
に
つ
い
て
は
翌
年
（
応
永
三
年
）
回
し
に
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
表
1
所

　
　
引
・
「
嵯
峨
谷
村
田
・
在
家
帳
」
の
末
尾
に
は
、
「
（
応
永
二
年
は
）
佐
賀
谷
（
1
1
嵯
峨
谷
）

　
　
ニ
テ
ヲ
わ
（
畢
）
ん
ヌ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
3
0
）
河
北
方
、
河
南
方
両
地
域
の
検
注
も
、
同
様
に
、
三
月
下
旬
～
一
〇
月
中
旬
と
年
末
～
正
月

　
　
を
避
け
て
実
施
さ
れ
て
い
る
〔
注
（
1
3
）
所
引
・
『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』

　
　
第
二
～
第
三
号
の
目
次
参
照
〕
。

（
3
1
）
　
富
沢
清
人
・
注
（
1
6
）
所
引
著
書
二
二
、
五
一
頁
。

（
3
2
）
　
以
下
の
数
値
と
分
析
は
、
あ
く
ま
で
も
、
「
検
注
取
帳
」
・
「
検
注
目
録
」
類
に
記
載
さ
れ

　
　
た
限
り
で
の
数
字
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
の
分
析
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　

ち
な
み
に
、
実
際
の
官
省
符
庄
内
の
田
・
畠
・
在
家
数
は
、
こ
れ
ら
表
3
、
4
の
数
値
よ

　
　
り
も
多
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
の
「
大
野

　
　
村
田
・
畠
・
在
家
帳
」
（
和
多
「
検
注
帳
」
二
八
）
に
は
、
大
野
村
の
最
有
力
者
「
大
野
殿
」

　
　
の

田
・
畠
・
在
家
田
畠
が
計
三
一
筆
（
こ
の
内
、
地
主
職
・
作
職
併
有
は
一
九
筆
）
記
さ
れ

　
　
て
い
る
が
、
応
永
元
～
同
二
年
の
「
名
古
曾
村
田
帳
」
・
「
同
村
畠
・
在
家
帳
」
（
和
多
「
検

　

注

帳
」
三
七
～
三
九
）
に
は
、
名
古
曾
村
を
本
拠
地
と
す
る
と
推
定
さ
れ
る
官
省
符
庄
の
最

　

有
力
者
「
高
坊
殿
」
の
田
・
畠
が
わ
ず
か
三
筆
（
こ
の
内
、
地
主
職
・
作
職
併
有
は
二
筆
）

　
　
し
か
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
検
注
取
帳
」
の
作
成
段
階
で
、
（
「
高
坊
殿
」
を

　

初
め
と
す
る
）
四
庄
官
の
本
拠
地
等
の
田
・
畠
・
在
家
把
握
に
相
当
程
度
、
手
心
が
加
え
ら

　
　
れ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
こ
の
点
、
か
つ
ら
ぎ
町
史
編
集
委
員
・
田

　

村
和
士
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
ま
た
、
「
高
坊
殿
」
の
本
拠
地
推
定
に
つ
い
て
は
、
岩
倉
哲
夫

　
　
「
高
野
政
所
一
族
の
形
成
と
動
向
」
（
安
藤
精
一
編
「
紀
州
史
研
究
』
5
、
国
書
刊
行
会
、
一

　
　
九
九
〇
年
）
注
（
7
5
）
を
参
照
し
た
。

（
3
3
）
ち
な
み
に
、
現
作
田
・
畠
の
斗
代
は
、
上
田
1
1
米
五
斗
、
中
田
‖
米
四
斗
、
下
田
1
1
米
二
斗

　
　
五
升
、
上
畠
1
1
麦
一
斗
七
升
、
中
畠
1
1
麦
一
斗
五
升
、
下
畠
‖
麦
一
斗
二
升
で
あ
っ
た
〔
今

　
　
井
林
太
郎
・
注
（
2
）
所
引
論
文
九
九
頁
〕
。

（
3
4
）
　
こ
の
点
が
、
従
来
、
「
分
田
は
、
下
地
の
経
営
と
は
全
く
関
係
な
く
、
い
わ
ば
は
な
は
だ
機

　
　
械
的
に
行
わ
れ
て
い
る
」
〔
熱
田
　
公
・
注
（
1
）
所
引
b
論
文
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
四
）

　
　
二
六
頁
〕
と
か
、
「
分
田
に
当
っ
て
は
（
中
略
）
現
実
の
経
営
を
全
く
無
視
し
た
組
合
わ
せ
が

　
　
行
わ
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
」
〔
今
井
林
太
郎
・
注
（
2
）
所
引
論
文
一

　
　
〇
二
頁
〕
と
か
、
評
さ
れ
て
き
た
所
以
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
分
田
支

　
　
配
」
・
「
分
畠
支
配
」
は
、
あ
く
ま
で
も
「
寺
僧
ら
の
供
料
地
の
再
配
分
」
、
す
な
わ
ち
「
配

　
　
分
」
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
「
寺
僧
ら
1
1
被
配
分
者
（
供
料
収
取
者
）
お
の
お

　
　
の
が
、
そ
の
供
料
地
を
直
接
に
統
治
す
る
」
と
い
う
意
味
、
つ
ま
り
「
個
々
の
被
配
分
者

　
　
（
供
料
収
取
者
）
の
直
接
統
治
」
の
問
題
は
、
ほ
と
ん
ど
含
意
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、

　
　
今
井
林
太
郎
氏
の
、

　
　
　
そ
れ
故
年
貢
の
徴
収
に
つ
い
て
も
分
田
主
が
直
接
分
田
地
に
赴
い
て
作
人
か
ら
取
立
て
る

　
　
　
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
、
村
毎
に
名
主
を
定
め
て
収
納
に
当
ら
せ
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
こ

　
　
　
の
場
合
の
名
主
は
村
役
人
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
分
田
主
と
分
田
地
の
作
人
・
地
主

　
　
　
と
の
間
に
は
直
接
的
な
支
配
関
係
が
結
ば
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
分

　
　
　
田
支
配
は
年
貢
米
の
配
分
を
形
式
的
に
土
地
に
割
当
て
た
に
過
ぎ
な
い
擬
制
的
な
給
田
制

　
　
　
度
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
、

　
　
と
い
う
指
摘
〔
今
井
林
太
郎
・
注
（
2
）
所
引
論
文
一
〇
二
頁
〕
は
、
お
お
む
ね
当
を
得
て

　
　
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、
そ
れ
に
し
て
も
、
何
故
、
「
分
田
支
配
」
・
「
分
畠

　
　
支

配
」
と
い
う
よ
う
な
方
式
、
す
な
わ
ち
、
「
す
で
に
検
注
の
段
階
か
ら
特
定
の
田
畠
を
指
定

　
　

し
、
こ
れ
を
領
主
権
の
構
成
者
で
あ
る
寺
僧
や
荘
官
ら
に
知
行
地
（
供
料
地
　
　
引
用
者
）

　
　
と
し
て
配
分
し
て
し
ま
う
」
〔
小
山
靖
憲
・
注
（
6
）
所
引
論
文
一
〇
六
頁
〕
と
い
う
よ
う
な

　
　
面
倒
な
方
式
が
採
ら
れ
た
の
か
、
大
き
な
謎
は
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
　
筆
者
は
、
か
か
る
面
倒
な
方
式
を
採
っ
た
精
神
的
な
理
由
と
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
、
次
の
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二
点
を
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
（
一
）
　
被
配
分
者
（
供
料
収
取
者
）
お
の
お
の
に
交
付
さ
れ
る
「
分
田
・
分
畠
切
符
（
ほ

受
給
者
証
。
後
述
）
」
に
、
受
給
額
の
源
泉
地
た
る
特
定
の
田
畠
（
及
び
そ
の
田
畠
に
関
す
る

諸
情
報
）
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
配
分
者
に
「
あ
な
た
の
供
料
は
、
ど
こ
そ
こ
の

田
畠
（
又
は
作
人
）
か
ら
上
が
る
年
貢
・
公
事
銭
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た

自
覚
を
持
た
せ
る
こ
と
。

　
（
二
）
　
そ
の
よ
う
な
明
記
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
配
分
者
そ
れ
ぞ
れ
に
、
配
分
の
公

平
性
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ぎ
ょ
う
じ

　

こ
の
う
ち
の
（
二
）
に
つ
い
て
は
、
「
先
の
会
行
事
（
‖
学
侶
集
会
評
定
の
幹
事
）
（
中
略
）
、

供
料
の

善
悪
を
撰
び
て
、
年
々
押
領
の
供
を
、
俄
に
屓
贔
（
贔
屓
）
の
躰
に
書
き
改
め
ら
る

の
条
、
好
謀
の
至
極
た
る
の
事
」
〔
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
八
月
一
七
日
「
学
侶
若
衆
評
定

事
書
案
」
（
『
高
』
之
六
、
又
続
宝
七
三
ー
二
二
五
一
）
第
一
条
〕
、
あ
る
い
は
「
も
し
く
は
切

符
を
所
持
し
な
が
ら
、
下
地
等
然
る
べ
か
ら
ざ
る
に
依
っ
て
、
万
一
鵬
付
け
（
1
1
自
身
の
所

持

す
る
切
符
に
、
自
己
に
該
当
す
る
膜
次
を
記
載
す
る
、
と
い
う
意
味
か
）
難
渋
の
仁
こ
れ

あ
る
か
。
左
様
の
時
は
、
起
請
文
を
以
て
糾
明
あ
る
べ
き
事
」
〔
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
五

月
二
〇
日
「
学
侶
評
定
事
書
案
」
（
『
高
』
之
四
、
又
続
宝
三
三
ー
二
五
五
）
第
二
条
〕
、
等
々

と
い
っ
た
事
態
の
出
来
を
、
極
力
、
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

ま
た
、
か
か
る
面
倒
な
方
式
を
採
っ
た
実
際
的
な
理
由
と
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
次

の

二
点
を
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
〔
（
一
）
に
関
連
し
て
〕
（
三
）
在
地
か
ら
の
年
貢
・
公
事
銭
収
取
を
ヨ
リ
確
実
に
す
る
た
め
。

　

た
と
え
ば
、
応
永
六
年
（
＝
二
九
九
）
八
月
七
日
「
相
賀
南
庄
公
文
弘
澄
請
文
」
（
『
高
』

之

四
、
又
続
宝
二
ー
四
）
に
、

　
一
　
三
供
僧
御
方
よ
り
仰
せ
出
さ
る
御
年
貢
未
済
の
事
は
、
お
の
お
の
御
切
符
を
給
わ
り
、

　
　
地
下
に
お
い
て
糾
明
せ
し
め
、
催
促
仕
る
べ
し
、

と
あ
る
の
が
、
そ
の
証
左
の
一
つ
で
あ
る
。

　
〔
（
二
）
に
関
連
し
て
〕
（
四
）
以
後
の
被
配
分
者
（
供
料
収
取
者
）
に
対
す
る
年
貢
・
公
事

銭
配
分
を
ヨ
リ
簡
便
に
（
よ
り
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
）
す
る
た
め
。

　

こ
の
（
四
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
史
料
の
文
章
が
そ
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

　
①
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
一
〇
月
一
九
日
「
諸
衆
評
定
事
書
」
第
一
条
（
『
高
』
之
六
、

又
続
宝
七
三
1
＝
二
四
こ

　
一
　
相
賀
南
庄
新
在
家
十
五
間
の
事
。
彼
の
三
供
僧
の
内
、
護
摩
・
新
学
の
衆
、
］
臆
よ

　
　
り
膓
次
に
任
せ
て
、
支
配
あ
る
べ
き
事
。

②
前
掲
・
明
徳
三
年
五
月
二
〇
日
「
学
侶
（
1
1
学
衆
。
狭
義
の
学
侶
）
評
定
事
書
案
」
第

一
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
じ
つ

　
　
　
一
　
先
の
会
行
事
の
時
、
任
日
（
1
1
供
僧
・
学
衆
の
任
免
を
記
録
す
る
こ
と
、
ま
た
は
そ

　
　
　
　
の

任
免
を
記
載
し
た
帳
簿
、
の
意
か
）
無
沙
汰
た
る
の
間
、
新
補
の
仁
の
切
符
こ
れ
な

　
　
　
　
き
に
依
っ
て
、
面
々
御
所
持
分
は
、
膓
付
け
あ
る
べ
き
の
由
、
度
々
催
役
（
マ
マ
）
の

　
　
　
　
と
こ
ろ
、
今
に
無
沙
汰
の
条
、
然
る
べ
か
ら
ず
。
所
詮
、
明
後
日
〈
廿
二
日
〉
御
集
会

　
　
　
　

に
お
い
て
、
御
所
持
の
切
符
の
腸
付
け
、
当
座
に
て
こ
れ
あ
る
べ
し
。
も
し
な
お
膜
付

　
　
　
　
け
な
く
ん
ば
、
た
だ
切
符
な
き
鵬
次
に
当
て
ら
る
べ
き
の
事
。

　
　
　
③
応
永
三
三
年
（
一
四
二
六
）
一
一
月
一
三
日
「
会
衆
（
1
1
学
衆
）
評
定
事
書
案
」

　
　
（
『
高
』
之
四
、
又
続
宝
三
三
　
二
九
四
）

　
　
　
　
（
前
略
）

　
　
　
一
　
会
衆
供
料
の
切
符
等
、
散
失
す
る
に
依
っ
て
、
切
符
所
持
な
き
の
仁
、
供
料
有
名
無

　
　
　
　
実
な
り
。
所
詮
、
会
衆
の
名
字
を
書
き
立
て
、
承
仕
を
以
て
催
促
あ
る
の
時
、
面
々
の

　
　
　
　
名
字
の
下
に
切
符
の
膓
を
書
き
付
け
ら
る
べ
し
。
切
符
所
持
な
き
仁
に
つ
い
て
は
、
本

　
　
　
　
の
支
配
帳
を
以
て
交
合
あ
る
べ
き
事
。

　
　
　
　
（
後
略
）

　
　
　
右
の
②
③
の
文
章
か
ら
は
、
当
時
の
学
衆
間
に
、
（
a
）
「
任
日
」
、
（
b
）
「
（
臆
付
け
さ
れ

　
　
た
）
切
符
」
、
（
C
）
「
供
料
」
の
三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
の
共
通

　
　
理
解
が

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
然
り
と
せ
ば
、
「
分
田
・
分
畠
・
在
家
支
配
」
と
は
、
た
と

　
　
い
被
配
分
者
（
供
料
収
取
者
）
の
仁
躰
に
変
更
が
生
じ
て
も
、
そ
の
仁
躰
の
「
腹
付
け
」
さ

　
　
え
決
ま
れ
ば
、
そ
の
「
鵬
付
け
」
に
見
合
う
供
料
は
自
動
的
に
確
定
す
る
、
と
い
っ
た
極
め

　
　
て
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
配
分
方
法
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
次
の
④
の
文
章
は
、
そ

　
　
の
一
端
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
　

④
前
掲
・
寛
正
二
年
八
月
一
七
日
「
学
侶
若
衆
評
定
事
書
案
」
第
三
条

　
　
　
一
　
鏡
円
房
の
靹
淵
の
供
、
隅
田
に
書
き
改
め
ら
る
の
間
、
靹
淵
の
供
こ
れ
飽
（
1
1
空
）

　
　
　

く
に
依
っ
て
、
供
僧
の
閥
如
を
補
わ
ん
が
た
め
に
、
鏡
円
房
の
跡
へ
聖
賢
房
昇
進
す
る

　
　
　
　
の
由
、
任
日
に
載
せ
ら
る
。
（
後
略
）

　
　

な
お
、
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
3
5
）
前
掲
「
分
田
衆
評
定
事
書
」
の
第
一
条
で
は
「
所
々
の
仏
性
灯
油
に
お
い
て
は
、
延
元
の
支

　

配
の

如
く
、
田
数
を
以
て
支
配
せ
ら
る
べ
」
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
「
分
田

　

支

配

用
意
注
文
」
（
I
l
五
一
〇
。
以
下
、
【
史
料
A
】
と
呼
ぶ
）
・
「
分
田
支
配
注
文
下

　

書
」
（
n
l
五
二
。
以
下
、
【
史
料
B
】
と
称
す
）
等
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
実
際
に
は
田

　

数
と
口
数
と
が
併
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

ま
た
、
右
の
【
史
料
B
】
と
、
応
永
三
年
（
月
日
未
詳
）
「
官
省
符
庄
上
方
分
田
支
配
注

　

文
」
（
H
ー
五
二
七
。
以
下
、
【
史
料
C
】
と
呼
ぶ
）
と
を
比
較
す
る
と
、
【
史
料
B
】
に
記
さ

　

れ
て

い

る
「
仏
聖
灯
油
（
上
方
分
）
」
の
堂
塔
・
寺
社
別
の
配
分
予
定
田
数
・
口
数
と
、
【
史

　

料

C
】
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
仏
聖
灯
油
（
上
方
分
）
」
の
堂
塔
・
寺
社
別
の
実
際
の
配
分
田
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数
・
口
数
と
は
、
所
々
数
値
が
違
っ
て
い
る
。
表
5
に
は
、
便
宜
上
、
【
史
料
B
】
に
記
さ
れ

　
　
て
い
る
数
値
（
1
1
配
分
予
定
の
田
数
・
口
数
）
を
採
用
し
た
。

　
　

ち
な
み
に
、
【
史
料
B
】
・
【
史
料
C
】
間
の
「
仏
聖
灯
油
（
上
方
分
）
」
の
堂
塔
・
寺
社

　

別
の
配
分
田
数
・
口
数
の
異
同
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

御
影
堂
（
仏
聖
・
常
灯
）
…
…
【
史
料
B
】
‖
二
口
＋
六
反
、
【
史
料
C
】
‖
二
口

　
　
　

御
影
堂
陀
羅
尼
仏
供
…
…
【
史
料
B
】
1
1
な
し
、
【
史
料
C
】
‖
一
反

　
　
　

慈
尊
院
毎
月
御
影
供
田
・
同
仏
供
田
…
…
【
史
料
B
】
‖
一
町
五
反
、
【
史
料
C
】
‖
一

　
　

町
五

反
一
一
〇
歩

　
　
　

慈
尊
院
油
田
…
…
【
史
料
B
】
1
1
三
反
一
二
〇
歩
、
【
史
料
C
】
1
1
三
反
二
二
〇
歩

　
　
　

仁
王
会
油
田
…
…
【
史
料
B
】
1
1
一
反
六
〇
歩
、
【
史
料
C
】
1
1
一
反
七
〇
歩

　
　
　

新
堂
家
鎮
…
…
【
史
料
B
】
1
1
三
〇
〇
歩
、
【
史
料
C
】
1
1
三
二
〇
歩

　
　
　

上
津
山
箕
座
室
田
仏
聖
田
…
…
【
史
料
B
】
1
1
二
反
、
【
史
料
C
】
1
1
一
反

　
　
　

福
勝
寺
仏
聖
田
…
…
【
史
料
B
】
1
1
一
反
、
【
史
料
C
】
‖
一
反
八
〇
歩

　
　
　

神
通
寺
仏
聖
田
…
…
【
史
料
B
】
‖
六
反
六
〇
歩
、
【
史
料
C
】
1
1
六
反
九
〇
歩

（
3
6
）
　
山
陰
加
春
夫
・
注
（
1
5
）
所
引
著
書
七
八
頁
。

（
3
7
）
な
お
、
観
応
元
～
同
二
年
（
＝
二
五
〇
～
五
一
）
の
「
東
寺
凡
僧
別
当
記
」
・
「
高
野

　
　
雑
々
」
（
皿
ー
四
・
五
）
に
よ
れ
ば
、
観
応
元
～
同
二
年
当
時
、
伊
都
・
那
賀
郡
内
に
お
い
て
、

　
　
東
寺
一
長
者
が
支
配
権
を
有
し
て
い
た
庄
園
は
官
省
符
庄
の
支
庄
で
あ
る
四
郷
の
み
で
あ
り
、

　
　
し
か
も
そ
の
地
の
実
際
上
の
経
営
は
「
高
野
山
坊
人
」
と
呼
ば
れ
る
金
剛
峯
寺
衆
徒
に
委
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
み
ょ
う

　
　
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
ま
た
官
省
符
庄
本
体
に
お
い
て
は
、
東
寺
一
長
者
側
は
コ
ニ
名
　
（
1
1
寺

　
　
務
御
得
分
＋
山
上
別
当
管
領
御
分
＋
小
別
当
管
領
御
分
）
」
と
称
さ
れ
る
箇
所
の
得
分
権
を
有

　
　
す
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
得
分
の
貢
進
も
「
高
野
山
坊
人
」
等
に
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
な
ど

　
　
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
〔
山
陰
加
春
夫
・
注
（
1
5
）
所
引
著
書
二
二
〇
頁
〕
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

　
　
東
寺
一
長
者
の
官
省
符
庄
に
お
け
る
権
力
の
失
墜
が
応
永
三
年
段
階
に
至
っ
て
初
め
て
起

　
　
こ
っ
た
の
で
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
末
期
～
南
北
朝
内
乱
期
に
す
で
に
現
実
の
も
の
に
な
っ
て

　
　
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
　

ち
な
み
に
、
室
町
時
代
初
期
以
降
の
東
寺
一
長
者
と
四
郷
と
の
具
体
的
な
関
係
は
不
明
で

　
　
あ
る
。

（
3
8
）
　
「
里
坊
」
と
は
、
高
野
「
山
上
の
院
坊
・
寺
僧
が
冬
期
の
間
寒
気
の
ひ
ど
い
山
上
を
避
け
て

　
　
山
麓
の
在
家
を
住
い
に
あ
て
た
も
の
」
の
こ
と
〔
今
井
林
太
郎
・
注
（
2
∀
所
引
論
文
一
一

　
　
二
頁
〕
。

（
3
9
）
　
「
庁
番
衆
家
」
と
は
、
庁
番
殿
原
と
呼
ば
れ
る
「
政
所
庁
に
勤
番
し
て
荘
内
の
治
安
取
締
り

　
　
に
当
っ
て
い
た
有
力
な
地
主
層
」
の
在
家
の
こ
と
〔
今
井
林
太
郎
・
注
（
2
）
所
引
論
文
一

　
　
一
三
頁
〕
。

（
4
0
）
当
時
の
官
省
符
庄
の
庄
官
は
、
惣
執
行
1
1
高
坊
殿
、
田
所
執
行
1
1
田
所
殿
、
河
南
執
行
‖
岡

　

殿
、
そ
し
て
河
北
執
行
1
1
亀
岡
殿
で
あ
っ
た
（
某
年
正
月
＝
日
「
金
剛
峯
寺
年
預
秀
存
廻

　

状
」
H
l
六
七
八
な
ど
）
。
前
掲
・
表
5
に
よ
れ
ば
、
惣
執
行
H
高
坊
殿
は
計
九
口
の
分
田
を
、

　
　
田
所
執
行
1
1
田
所
殿
は
計
八
口
の
分
田
を
、
河
南
執
行
1
1
岡
殿
は
計
三
口
の
分
田
を
、
そ
し

　
　
て
河
北
執
行
‖
亀
岡
殿
は
計
四
口
の
分
田
を
、
そ
れ
ぞ
れ
配
分
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
表
7
に
よ
れ
ば
、
惣
執
行
1
1
高
坊
殿
は
］
七
宇
の
免
家
を
、
田
所
殿
は
一
〇
宇
の
免

　

家
を
、
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
河
南
・
河
北
・
下
方
の
三

　

方
執
行
に
対
す
る
免
家
配
分
の
新
設
」
と
は
、
河
南
執
行
1
1
岡
殿
と
河
北
執
行
‖
亀
岡
殿
と

　
　
に
、
従
来
は
認
め
て
い
な
か
っ
た
免
家
を
お
の
お
の
二
宇
ず
つ
与
え
、
か
つ
、
下
方
執
行

　
　
（
1
1
田
所
執
行
か
）
に
も
、
そ
の
役
職
に
報
い
る
た
め
の
免
家
一
宇
を
（
従
来
付
与
分
に
さ
ら

　
　
に
プ
ラ
ス
し
て
）
与
え
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
い
た
と
い
う
こ

　

と
が
で
き
よ
う
。

　
　

ち
な
み
に
、
田
所
殿
に
対
す
る
延
元
二
年
時
の
免
家
配
分
は
七
宇
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
応

　

永
三
年
の
免
家
の
再
配
分
で
は
］
○
宇
に
増
加
し
て
い
る
（
表
7
・
C
b
キ
欄
参
照
）
。
こ
の

　
　
こ
と
と
い
い
、
前
述
の
下
方
執
行
に
対
す
る
免
家
一
宇
の
付
与
と
い
い
、
応
永
三
年
の
免
家

　
　
の
再
配
分
に
お
い
て
は
、
四
庄
官
の
う
ち
で
、
特
に
田
所
殿
の
厚
遇
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ

　
　
の
措
置
に
は
、
あ
る
い
は
惣
執
行
1
1
高
坊
殿
を
在
地
に
お
い
て
牽
制
す
る
狙
い
が
籠
め
ら
れ

　
　
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
4
1
）
現
役
の
有
職
分
の
僧
侶
の
内
で
は
、
舜
聖
房
と
空
覚
房
の
二
名
だ
け
が
免
家
の
配
分
を
受
け

　
　
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
【
史
料
E
】
の
空
覚
房
の
箇
所
に
は
、
「
応
永
三
年
八
月
　
日
、
死

　

去
し
畢
ん
ぬ
」
と
注
記
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
舜
聖
房
・
空
覚
房
の
二
名
が
、

　
　
【
史
料
E
】
の
作
成
時
に
は
、
と
も
に
既
に
金
剛
峯
寺
の
教
団
組
織
を
離
脱
し
て
い
た
可
能
性

　
　
の
高
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
【
史
料
E
】
に
お
い
て
は
、
現
役
の
有
職
分

　
　
の
僧
侶
た
ち
の
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
免
家
の
配
分
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
【
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん

　
　
E
】
で
は
、
（
【
史
料
D
】
に
お
け
る
場
合
と
同
様
に
）
退
役
し
た
有
職
分
の
僧
侶
で
あ
る
前

　
　
が
ん

　

官
（
1
1
元
検
校
・
前
検
校
）
二
名
に
も
、
免
家
各
一
宇
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。

（
4
2
）
　
ち
な
み
に
、
「
同
寺
衆
徒
ら
が
当
庄
の
実
質
的
な
支
配
権
を
掌
握
し
た
の
は
、
実
に
鎌
倉
時

　
　
代
末
期
で
あ
っ
た
」
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
延
元
二
年
の
大
検
注
は
、
事
実
上
の
「
代
替

　
　
わ
り
検
注
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
4
3
）
　
以
上
の
点
は
、
山
陰
加
春
夫
「
室
町
時
代
初
期
の
高
野
枡
に
つ
い
て
」
（
『
か
つ
ら
ぎ
町
の

　
　
歴
史
』
二
、
一
九
八
〇
年
）
に
お
い
て
、
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
4
4
）
　
高
橋
　
修
・
注
（
1
8
）
所
引
紹
介
五
五
頁
。

（
4
5
）
　
高
橋
　
修
氏
は
、
同
氏
・
注
（
1
8
）
所
引
紹
介
五
五
頁
に
お
い
て
、
こ
の
「
昔
」
を
「
鎌

　
　
倉
期
」
と
解
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
、
前
掲
・
八
「
在
家
支
配
」
の
項
の
末
尾
で
、

　
　
　
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
を
論
じ
る
時
に
、
鎌
倉
時
代
の
体
制
が
寺
領
最
高
の
支
配
段
階
で

　
　
　
あ
っ
た
、
と
い
う
前
提
に
立
つ
の
は
、
こ
と
金
剛
峯
寺
の
衆
徒
ら
と
官
省
符
庄
と
に
関
す
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る
限
り
、
誤
り
で
あ
る
、

　
　
と
述
べ
た
こ
と
と
同
様
の
理
由
を
も
っ
て
、
「
昔
」
1
1
「
延
元
二
年
の
大
検
注
の
時
」
の
可
能

　
　
性
が

ヨ
リ
高
い
と
考
え
て
い
る
。

（
4
6
）
　
山
陰
加
春
夫
・
注
（
4
3
）
所
引
紹
介
四
二
頁
。

（
4
7
）
　
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
二
月
三
日
の
「
金
剛
峯
寺
小
集
会
衆
一
味
契
状
」
（
「
高
野
山
勧
学

　
　
院
文
書
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
影
写
本
）
に
は
、
「
夫
れ
当
山
諸
庄
園
は
、
近
来
悉
く

　
　
以
て
本
復
せ
し
む
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
小
集
会
衆
た
ち
の
自
信
は
、

　
　
恐
ら
く
は
、
当
時
、
官
省
符
庄
に
対
す
る
「
大
検
注
の
や
り
直
し
と
そ
れ
に
伴
う
支
配
体
制

　
　
の
再
構
築
」
が
順
調
に
進
行
し
て
い
た
こ
と
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
け

　
　
れ
ど
も
、
そ
の
自
信
の
依
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
を
、
さ
ら
に
広
く
深
く
追
求
す
る
こ
と
が
肝

　
　
要
で
あ
る
。

（
4
8
）
　
引
用
文
中
に
見
え
る
当
該
「
歩
付
帳
」
と
は
、
「
靹
淵
八
幡
神
社
文
書
」
〔
『
粉
河
町
史
』
第

　
　
二
巻
・
史
料
1
（
和
歌
山
県
那
賀
郡
粉
河
町
、
一
九
八
六
年
）
〕
五
四
～
五
八
号
文
書
の
こ
と

　
　
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
（
村
々
の
「
名
主
」
を
は
じ
め
と
す
る
人
び
と
に
よ
る
）
村
ご
と
の
「
名
寄
帳
」
の

　

作
成
作
業
は
、
（
も
し
そ
の
よ
う
な
作
業
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
）
河
南
方
の
検
注
が
終
了
し

　

た
直
後
の
応
永
三
年
二
月
ご
ろ
（
前
掲
・
五
「
『
検
注
目
録
』
の
作
成
」
の
項
参
照
）
か
ら
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

始
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
「
名
寄
帳
」
〔
‖
庄
家
の
（
年
貢
等
収
取
を
目

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

的
と
し
た
）
「
名
寄
帳
」
〕
の
作
成
作
業
は
、
金
剛
峯
寺
側
の
「
検
注
目
録
」
類
の
作
成
作
業
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

及
び
「
分
田
・
分
畠
・
在
家
各
支
配
帳
」
〔
‖
い
わ
ば
寺
家
の
（
年
貢
等
配
分
を
目
的
と
し

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

た
）
「
名
寄
帳
」
群
〕
の
作
成
作
業
と
同
時
併
行
的
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（高
野
山
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二
〇
〇

二
年
六
月
七
日
受
理
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
四
日
審
査
終
了
）
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Shoen　Co㎡igllration　in　the　Early　Muromachi　Pe㎡od：Kongobu－ji　Ryo

Kiino㎞ni㎞sho血・sho

YAMAKAGE　Kazuo

At　great　deal　of　valuable　research　has　been　conducted　into　the　daikenchu（m司or　land　surveys）of

shoen　under　Kongobu－ji　temple　on　Mount　Koya　at　the　end　of　the　14th　Century　and　the　mid－15th　Cen－

tury，　and　on仇θb耽4θ〃／b耽bα’α／2α偽θ一s厄吻ゴbased　on　the　surveys．　However，　the　research　to　date

has　not　made　a　suf丘cient　distinc60n　between　the　Kongobu－ji’s　bunden／bunbata／zaike－shihai　sys－

tem（system　for　allocation　of　payments　to　monks　and　other　shoen　of丘cials）and　the　annual　tributes　and

levies廿1at　should　have　been　paid　in　respect　of　that　income．

　　　This　paper　starts　with　an　awareness　of　that　issue，　and　examines　the　process　of　construction　of　and

approach　taken　for　the　bunden／bunbata／zaike－shihai　system　for　Kongobu－ji’s　Kinokuni　Kansho血一

sho　at　the　end　of　the　14th　Century　for　the　purpose　of　recon6rming　the　historical　records，　and　presents

the　findings　as　a　research　note．

　　　The　largest　topic　that　emerged　clearly　through　the　investigations　in　this　paper　is　that　as　far　as　can

be　seen廿om　the　existing　historical　records　relating　to　the　Kanshofu－sho，　in　the“Repeat　of　the

Daikenchu　and　associated　recon丘guration　of　the　control　system”五）r　Kanshofu－sho　for　the　period丘om

Oei　l　to　Oei　3（1394－1396），　there　is　no　evidence　at　all　of　the　Kongobu－ji　side　having　autonomously

make　nayose－cho　census　lists　for　each　of　the　villages．　This　indicates　the　possibility　that　the　work　of

making　the　nayose－cho　was　performed　by　the　myoshu　and　other　people．　Furthermore，　this　also　im－

plies　the　possibility　that　the　work　of　compiling　the　nayose－cho（the　nayose－cho　used　for　the　purpose

of　collecting　tributes，　etc．）and　the　work　of　compiling　the　Kenchu　lists　by　the　Kongobu－ji　side，　and　the

work　of　compiling　the　bunden／bunbata／zaike－shihai　lists（the“nayose－cho”for　the　purpose　of　dis一

廿ibuting　tributes，　etc．）were　carried　out　in　parallel．
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